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国
文
学
研
究
資
料
館
長
松
野
陽
一

国
文
学
研
究
資
料
館
の
創
立
三
十
周

年
記
念
式
典
に
あ
た
り
ま
し
て
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
当
館
は
、
創
立
に
際

し
、
ま
た
以
後
の
三
十
年
の
今
日
に
い

た
る
ま
で
の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

多
く
の
方
々
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
方
々
を
お
迎
え
し
て
、
本
日
こ
の
よ

う
な
式
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と

は
、
私
ど
も
の
、
こ
よ
な
き
喜
び
で
ご

ざ
い
ま
す
。

特
に
本
日
は
、
小
野
文
部
科
学
事
務

次
官
を
初
め
、
北
原
筑
波
大
学
長
、
石

毛
国
立
民
族
学
博
物
館
長
、
黒
澤
国
立

国
会
図
書
館
長
の
御
臨
席
を
賜
り
、
ま

記
念
式
典
式
辞

国
文
学
研
究
資
料
館
は
昭
和
四
十
七
年
に
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
て
以
来
、
平
成
十
四
年
で
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
十
一
月
二
十
九
日
に
特
別

講
演
及
び
記
念
式
典
を
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

し
た
。
特
別
講
演
で
は
、
「
文
学
を
よ
む
歓
び
」
と
題
し
て
中
西
進
帝
塚
山
学
院

長
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
記
念
式
典
に
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
小
野
元
之
文

部
科
学
事
務
次
官
を
始
め
と
す
る
来
賓
や
関
係
者
一
二
五
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
創
立
三
十
周
年

た
、
文
部
科
学
省
、
大
学
、
研
究
機
関

な
ど
日
ご
ろ
研
究
面
で
関
係
の
深
い

方
々
、
そ
し
て
、
図
書
館
、
博
物
館
、

美
術
館
、
文
書
館
な
ど
古
典
籍
所
蔵
の

機
関
や
個
人
の
方
々
、
出
版
界
、
古
書

籍
界
、
電
子
情
報
産
業
な
ど
当
館
の
研

究
事
業
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
多
方

面
の
方
々
の
御
来
臨
を
賜
り
ま
し
て
式

典
を
催
せ
ま
す
こ
と
、
洵
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
御
多
用
の
と
こ
ろ
御
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
あ
つ
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
高
円
宮
憲
仁
親
王
に
つ
い
て

一
言
申
し
あ
げ
ま
す
。
殿
下
が
、
文
化

全
般
に
わ
た
っ
て
造
詣
が
深
く
、
国
際

的
に
も
幅
広
く
御
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
国
文

学
の
面
か
ら
申
し
ま
す
と
、
毎
年
の
お

歌
会
始
の
御
歌
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

戸、
〆

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
温
雅
・
精

綴
な
歌
を
創
ら
れ
る
皇
族
の
歌
々
の
中

で
、
際
や
か
に
個
性
的
な
作
品
を
詠
ま

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
南
海
の

水
底
を
す
べ
る
よ
う
に
通
り
す
ぎ
る
マ

ン
タ
の
魚
影
、
北
海
の
海
上
の
上
昇
気

流
に
乗
っ
て
旋
回
す
る
尾
白
鷲
の
翼
の

広
が
り
な
ど
、
対
象
の
動
線
に
見
入
っ

て
い
る
宮
の
鼓
動
の
若
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
な
お
歌
が
印
象
的
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
宮
様
が
、
御
自
ら
白
鳥
と

な
っ
て
天
翔
る
こ
と
が
か
く
も
早
か
ろ

う
と
は
ｌ
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
願
わ
く
は
殿
下
、
天
上
白

玉
楼
に
お
住
ま
い
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
上

は
、
わ
れ
ら
の
日
々
の
営
み
を
永
遠
に

み
そ
な
わ
し
、
加
護
賜
ら
ん
こ
と
を
、

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
館
は
、
昭
和
四
十
七
年
、
大
学
共

同
利
用
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
災
、
社
会
変
動

に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
日
本

古
書
籍
の
保
存
情
況
を
正
確
に
把
握
し
、

文
化
資
源
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
調
査
収
集
資
料
に
よ
っ
て
、
番
物

文
化
の
面
か
ら
日
本
文
学
の
研
究
を
行

な
う
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
岩
波
書

今

店
の
「
国
書
総
目
録
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
国
文
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
全
面

協
力
し
四
半
世
紀
を
か
け
た
仕
事
で
、

前
近
代
千
二
百
年
間
の
日
本
書
籍
は
、

こ
の
段
階
で
七
十
万
タ
イ
ト
ル
の
作
品

の
現
存
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
台

帳
と
し
た
本
館
の
基
本
事
業
、
文
献
資

料
の
調
査
・
収
集
が
開
始
さ
れ
た
の
で

す
。
本
館
の
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て

の
特
色
は
、
実
に
こ
の
「
調
査
・
収
集
」

の
事
業
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
・
収
集
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
大
学
の
現
役
教
員
に
調
査
員
を

委
嘱
し
、
原
本
所
蔵
者
の
許
に
赴
い
て
、

写
本
、
版
本
一
本
一
本
に
つ
い
て
書
誌

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
毎
年
一
万
点
弱
、
今
年
で
約
三

十
万
点
が
集
積
さ
れ
、
そ
の
う
ち
十
八

万
点
が
フ
ィ
ル
ム
収
集
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
利
用
す
る
資
料
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
自
身
で
研
究
集
種
す
る
こ
と
が
「
特

色
」
で
あ
り
ま
す
。
利
用
者
は
無
論
、

広
く
他
の
分
野
の
研
究
者
や
一
般
市
民
、

海
外
の
日
本
研
究
者
に
及
ん
で
い
ま
す
。

文
化
資
源
の
活
用
に
関
す
る
国
家
事
業

と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
つ
つ
あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
九
年
度
か
ら
は
、
近
代
文
献
資

料
室
が
増
設
さ
れ
、
空
白
だ
っ
た
明
治
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初
期
資
料
の
調
査
・
収
集
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
同
時
に
そ
の
手
段
も
紙
の

カ
ー
ド
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
併
用
に
よ
る
書
誌
の
電
子
情
報

化
に
切
り
換
え
ら
れ
、
来
年
度
か
ら
は
、

前
近
代
の
分
も
全
て
電
子
情
報
化
す
べ

く
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
子
情
報
化
は
、
館
の
他
の
事
業
で

は
、
む
し
ろ
早
く
か
ら
先
行
し
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
『
マ
イ
ク
ロ
資
料

目
録
」
や
『
和
古
書
目
録
』
は
昭
和
六

十
二
年
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
人
文
系
機
関
で
は
最

初
に
始
め
て
お
り
、
論
文
情
報
の
「
国

文
学
年
鑑
』
は
平
成
四
年
か
ら
、
ま
た
、

平
成
十
一
年
か
ら
は
、
源
氏
物
語
、
二

十
一
代
集
な
ど
古
典
本
文
の
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
、
実
験
公
開
で

す
が
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
百
巻
の

電
子
化
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
権
利
の
問
題
が
か
ら
み

ま
す
の
で
、
一
気
に
所
蔵
す
る
資
料
情

報
、
研
究
情
報
の
全
面
公
開
と
い
う
わ

け
に
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
既
に
か
な
り

の
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
世
界
中
の
日
本
学
研
究
者
の
パ
ソ
コ

ン
に
届
く
態
勢
に
入
り
つ
つ
あ
る
の
で

す
。
し
か
し
、
コ
ン
テ
ン
ッ
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
質
撞
と
も
に
貧
弱
な
初
歩
の

段
階
で
す
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
基

礎
固
め
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
一
九
四
一
年
～
二
○
○

○
年
の
研
究
情
報
を
網
羅
し
た
、
精
度

の
高
さ
で
評
価
の
高
い
『
国
文
学
年
鑑
」

の
如
き
、
活
字
媒
体
、
印
刷
物
の
作
成

淵 &一

国文学研究資料館創立30周年記念式典

“……

■
へ

《
、
蕊
”
ゞ
繊
調

』
薄
癖
蝉
鶏
錘
・
路
癖
恥
酔
識
騨
癖
稗
出
一
露

も
、
各
事
業
毎
に
、
も
う
し
ば
ら
く
は

継
続
の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
館
の
研
究
や
事
業
は
、

基
礎
資
料
に
基
盤
を
置
い
た
「
共
同
研

究
」
、
国
際
的
な
共
同
調
査
と
研
究
、

陣

へ

集
会
に
成
果
を
あ
げ
、
ま
た
一
般
市
民

の
根
強
い
支
持
を
受
け
て
の
講
演
会
や

展
示
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

史
料
館
は
、
戦
後
、
存
続
の
危
ぶ
ま

れ
た
史
料
保
存
の
た
め
に
昭
和
二
十
六
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年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
年
を
経

て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
発
足
に
際
し

て
、
研
究
組
織
に
改
め
ら
れ
、
附
置
機

関
と
な
り
ま
し
た
。
五
十
万
点
に
及
ぶ

史
料
や
史
料
情
報
の
、
整
理
、
研
究
、

保
存
、
修
復
、
公
刊
を
着
実
に
積
み
重

ね
、
史
料
管
理
学
の
共
同
研
究
、
情
報

シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
強
調

し
た
い
の
は
、
今
年
か
ら
「
ア
ー
カ
イ

プ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
改
称
し
ま
し
た

史
料
管
理
学
研
修
会
の
継
続
的
開
催
で
、

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
教
育
が
全
国
の
文

書
館
・
図
書
館
の
現
場
で
活
動
し
て
い

る
人
々
の
強
い
支
持
を
得
て
い
る
こ
と

で
す
。
幅
広
く
懇
切
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
、
現
場
の
具
体
的
な
問
題
に
即
し
て

の
有
用
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
の
こ
と

で
し
ょ
う
。
新
し
く
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
研

究
の
確
立
を
目
指
し
て
の
努
力
が
始
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
、
当
館
の
三
十
年
に
わ
た
る
問

題
点
を
疎
々
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
問

題
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

大
学
共
同
利
用
機
関
の
目
前
の
主
要

課
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
法
人
化
問

題
で
す
。
当
館
の
場
合
は
こ
れ
に
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
の
総
研
大
加
入
、
そ

し
て
立
川
移
転
が
加
わ
り
ま
す
。
現
段

階
で
は
、
共
同
利
用
機
関
は
四
つ
の
研

究
機
構
に
改
編
さ
れ
、
国
文
研
は
、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
、
国
立
民
族
学
博
物

館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と
の
五
機

関
で
構
成
さ
れ
る
、
人
間
文
化
研
究
機

構
に
入
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

機
構
本
部
が
ど
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
る

の
か
、
各
機
関
は
そ
の
傘
下
で
如
何
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
未
確
定
な
要
素

ば
か
り
で
不
安
で
す
が
、
い
た
づ
ら
に

保
身
的
に
な
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。

前
近
代
千
二
百
年
間
の
日
本
書
籍
の

全
て
を
調
査
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
当
館
の
事
業
目
的
は
、
今

後
と
も
維
持
さ
れ
、
数
世
紀
を
か
け
て

も
完
成
に
近
づ
く
べ
き
で
す
が
、
新
機

構
で
共
同
で
開
拓
し
て
ゆ
く
新
分
野
の

研
究
に
参
加
し
て
行
く
以
上
、
組
織
の

変
革
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
の
変

動
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
人
文
学
全
体
の
中
で
、
文
化

資
源
の
基
盤
と
し
て
の
番
籍
資
料
の
研

究
は
、
今
後
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
、

原
点
は
見
据
え
な
が
ら
、
積
極
的
に
可

能
性
に
挑
ん
で
行
く
時
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
御
来
臨
の
皆
様
方
に
今
後

と
も
相
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
、
御
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

/一､

文
部
科
学
大
臣

遠
山
敦
子

本
日
こ
こ
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

る
に
当
た
り
、
一
言
お
祝
い
の
言
葉
を

申
し
上
げ
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
国
文
学
に

関
す
る
文
献
資
料
の
調
査
研
究
、
収
集
、

整
理
、
保
存
を
目
的
と
す
る
大
学
共
同

利
用
機
関
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
に
設

置
さ
れ
、
以
来
、
我
が
国
の
国
文
学
研

究
の
中
心
的
機
関
と
し
て
活
動
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
創
立
以
来
進
め
ら
れ
て
き

た
全
国
各
地
に
散
在
す
る
古
典
籍
等
の

収
集
事
業
に
よ
り
、
現
在
、
古
活
字
版

の
「
徒
然
草
」
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重

啓
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
な
ど
約

二
十
三
万
点
が
収
蔵
さ
れ
、
全
国
の
研

究
者
の
利
用
に
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
古
典
籍
資
料
の
原
本
、
論
文
目

録
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
内
外
に

発
信
す
る
事
業
に
よ
り
、
国
文
学
に
関

す
る
研
究
基
盤
を
着
実
に
築
い
て
こ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
館
が
長
年
に

わ
た
り
我
が
国
の
国
文
学
研
究
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
こ
の
た
び
創

記
念
式
典
祝
辞

（
｝

立
三
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
歴
代
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
館
員

の
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
御
努
力
の
賜
物

で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
我
が
国
を
含
む
国
際
社
会
は
、

世
界
的
規
模
で
の
人
口
問
題
、
環
境
問

題
な
ど
、
人
間
の
生
き
方
に
か
か
わ
る

様
々
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
こ
う
し
た
諸
問
題
の
解
決
の

た
め
に
は
、
人
文
・
社
会
科
学
の
研
究

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
人
類
の
未
来
に
向
け
た
文

化
の
継
承
と
発
展
の
た
め
に
は
、
有
用

な
文
化
的
資
料
を
適
切
に
保
存
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
資

料
館
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
綴
と
持
て
る

能
力
を
十
分
に
生
か
し
て
、
今
後
と
も

研
究
・
事
業
活
動
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、

さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
御
列
席
の
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
本
資
料
館
へ
の
一
層
の
御

理
解
と
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
関
係
研
究
者
及
び
職
員

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。
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筑
波
大
学
長

北
原
保
雄

国
文
学
研
究
資
料
館
が
め
で
た
く
創

立
三
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
記
念
式
典

に
あ
た
り
、
御
招
待
を
い
た
だ
き
、
ま

た
、
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
栄

誉
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関

係
者
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

本
資
料
館
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二

月
に
日
本
学
術
会
議
が
、
政
府
に
対
し

て
「
国
語
、
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
を
勧
告
し
た
こ
と
に
端
を

発
し
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
各
所
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
・
版
本
等
を
は
じ

め
と
す
る
資
料
を
、
原
本
あ
る
い
は
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
っ
て
収
集
し
、

保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
多
数
を
ポ

ジ
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
写
真
本
に
よ
っ
て

閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幕
末
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
の
資
料
収
集
に
つ
い
て

も
、
研
究
を
開
始
さ
れ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

国
内
外
の
研
究
情
報
の
収
集
に
も
力

肥
念
式
典
祝
辞

を
入
れ
、
そ
れ
を
整
理
、
分
類
し
て
、

毎
年
、
「
国
文
学
年
鑑
」
を
刊
行
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
資
料

目
録
、
和
古
書
目
録
、
国
文
学
論
文
目

録
等
の
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ

ン
検
索
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
フ
ル
テ
キ
ス
ト
や

原
本
画
像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
充
実
さ

せ
て
い
か
れ
る
と
の
こ
と
で
、
国
文
学

関
係
の
研
究
者
に
と
っ
て
稗
益
す
る
と

こ
ろ
ま
す
ま
す
大
と
な
る
、
重
要
な
研

究
機
関
で
あ
り
ま
す
。

資
料
収
集
の
努
力
、
尽
力
は
大
変
な

も
の
で
、
私
ど
も
の
附
属
図
書
館
に
も

何
年
に
も
わ
た
っ
て
継
続
し
て
調
査
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。本
資
料
館
は
、
誠
に
有
益
な
、
有
り

難
い
共
同
利
用
機
関
で
あ
り
ま
す
。
研

究
者
は
、
散
在
す
る
各
地
の
図
書
館
や

文
庫
、
所
蔵
者
の
も
と
を
訪
ね
ず
に
、

居
な
が
ら
に
し
て
原
本
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
苦
労
せ
ず
に
、
研

究
情
報
や
研
究
論
文
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ほ
ど
に
便
利
に
な
っ
た
こ
と
が
、
果

た
し
て
研
究
者
に
と
っ
て
全
面
的
に
よ

い
こ
と
で
あ
る
の
か
と
、
ふ
と
考
え
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
ざ
わ

ざ
不
便
さ
を
求
め
る
こ
と
は
な
く
、
そ

へ

う
い
う
苦
労
を
し
な
い
分
だ
け
研
究
を

高
度
化
、
多
様
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
も
か
く

本
資
料
館
の
存
在
と
、
そ
の
活
動
、
事

業
は
き
わ
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
必
要
性
、
重
要
性
は
ま
す
ま

す
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
日
本
国
内
所
在
本
だ
け
で

な
く
、
海
外
所
在
本
の
悉
皆
調
査
や
収

集
も
是
非
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
他
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て

ご
計
画
の
い
ろ
い
ろ
の
事
業
と
合
わ
せ

て
、
一
層
の
充
実
、
発
展
が
強
く
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

三
十
年
は
、
人
間
で
言
え
ば
、
論
語

に
い
う
「
而
立
」
の
年
で
あ
り
、
ま
さ

に
「
立
つ
」
年
齢
で
あ
り
ま
す
が
、
た

だ
今
、
国
立
の
機
関
に
お
き
ま
し
て
は
、

法
人
化
の
動
き
が
急
で
あ
り
ま
す
。
法

人
化
し
て
、
本
当
に
自
主
、
自
律
性
が

拡
大
す
る
の
か
、
私
ど
も
は
心
配
し
て

い
ま
す
が
、
大
学
共
同
利
用
機
関
は
、

既
成
の
研
究
分
野
を
超
え
て
連
合
し
、

四
つ
の
研
究
機
構
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
文
学
研
究
資
料
館

の
場
合
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
、
国

立
民
族
学
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
四
機
関
と
連
合
し
て
、
人
間
文

化
研
究
機
栂
（
仮
称
）
を
造
る
と
い
う

~、

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
旧
来
の
学
問
領
域

の
枠
を
超
え
て
連
合
し
、
新
し
い
人
間

科
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
創
出
す
る
と
い

う
目
的
は
結
構
で
あ
り
ま
す
が
、
大
学

共
同
利
用
機
関
の
役
割
や
特
性
な
ど
に

鑑
み
て
、
各
機
関
の
自
律
性
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
意
向
な
ど
が
十
分
に
尊
重
さ

れ
る
よ
う
な
機
構
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
本
資
料
館

の
設
立
趣
旨
、
本
来
の
目
的
、
役
割
が

損
ね
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
健

全
な
発
展
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
私
は

専
攻
分
野
が
国
文
学
に
近
く
、
ま
た
、

大
学
に
お
き
ま
し
て
は
附
属
図
書
館
長

を
四
年
勤
め
、
本
年
は
学
長
と
し
て
図

書
館
情
報
大
学
と
の
統
合
を
い
た
し
ま

し
た
。
そ
う
い
う
関
係
で
、
本
資
料
館

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
大
き

な
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

筑
波
大
学
も
、
来
年
開
学
三
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ご
と
を
申
し
上
げ
て
失
礼
し
ま
し

た
が
、
創
立
三
十
周
年
の
歴
史
と
成
果

を
活
か
し
て
、
法
人
化
、
研
究
機
構
へ

の
再
編
、
そ
し
て
総
研
大
へ
の
加
入
、

な
ど
の
大
き
な
課
題
を
乗
り
越
え
て
、

国
文
学
研
究
資
料
館
が
ま
す
ま
す
発
展
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国
立
国
会
図
書
館
長黒
澤
隆
雄

国
文
学
研
究
資
料
館
の
創
立
三
十
周

年
に
あ
た
り
、
お
祝
い
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

て
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
心
か
ら
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
歴
代
館
長
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
の
今
日
ま
で
の
ご
苦
労
．
ご
功

績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
大
学
共
同

利
用
機
関
と
し
て
昭
和
四
十
七
年
に
発

足
し
て
以
来
、
文
字
ど
お
り
国
内
外
に

存
在
す
る
日
本
文
学
の
文
献
資
料
を
あ

ま
ね
く
調
査
・
収
集
し
て
広
く
利
用
に

供
し
、
研
究
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
成
果
は
、
日
々
深
め
ら
れ
て

い
く
研
究
者
諸
氏
の
研
究
発
表
に
結
実

す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
組
織
と
し

て
の
活
動
は
毎
年
の
「
国
文
学
年
鑑
」

を
始
め
と
す
る
多
様
な
出
版
や
研
修
活

動
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
提
供
と
な

っ
て
現
れ
、
研
究
者
か
ら
、
ま
た
広
く

国
民
か
ら
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。記

念
式
典
祝
辞

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
基
本
事
業

で
あ
る
文
献
資
料
の
調
査
・
収
集
で
は
、

三
十
万
点
を
越
え
る
資
料
情
報
と
、
十

七
万
点
を
越
え
る
資
料
の
収
集
と
い
う

大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、

近
年
の
電
子
情
報
技
術
を
取
り
入
れ
た

情
報
発
信
へ
の
取
り
組
み
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
活
動
と
私
ど

も
国
立
国
会
図
書
館
の
活
動
と
が
立
場

を
同
じ
く
す
る
部
面
は
、
資
料
の
収
集

と
提
供
に
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
国
立
Ｉ
》
よ

国
会
図
書
館
は
、
明
治
五
年
以
来
の
書

じ
ゃ
く
か
ん

籍
館
、
帝
国
図
書
館
の
資
料
を
継
承
し
、

納
本
制
度
に
基
づ
い
て
収
集
し
た
幾
多

の
資
料
を
加
え
、
そ
れ
ら
を
基
礎
に
し

て
国
会
、
行
政
及
び
司
法
の
各
部
門
、

国
民
全
体
に
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
十
月
の
関
西
館
開
館
を
契
機
に
、

「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と

名
づ
け
た
明
治
期
刊
行
図
瞥
の
画
像
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
や
国
内
刊
行
雑
誌
を
採
録

対
象
と
し
た
「
雑
誌
記
事
索
引
」
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
公
開
す
る
な
ど
、
電
子
的

な
情
報
発
信
も
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

日
本
人
が
有
史
以
来
積
み
重
ね
て
き
た

文
化
的
営
み
の
成
果
の
一
端
を
収
集
保

存
し
、
現
在
の
利
用
に
供
す
る
と
と
も

に
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
努
力
で
あ

~､

り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
と
も
そ
の
目

的
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
瞼

え
て
み
れ
ば
、
両
館
は
富
士
山
を
隣
接

し
た
登
山
道
か
ら
時
に
は
交
わ
り
時
に

は
分
れ
て
登
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。

今
後
組
織
変
革
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
伺
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
不
動
の

業
績
を
基
に
、
世
界
へ
広
が
る
日
本
文

学
研
究
の
道
を
よ
り
広
く
大
き
な
道
と

さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

国
立
民
族
学
博
物
館
長
石
毛
直
道

国
文
学
研
究
資
料
館
が
創
立
三
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
お
な
じ
大

学
共
同
利
用
機
関
の
一
員
と
し
て
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
に
は
た
く
さ
ん
の
国
公
私
立
の

大
学
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
に
所
属
す

る
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る

大
学
を
越
え
て
共
同
研
究
を
お
こ
な
っ

た
り
、
施
設
や
資
料
を
共
同
で
利
用
し
、

わ
が
国
の
基
礎
的
学
術
の
研
究
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の

が
、
大
学
共
同
利
用
機
関
で
す
。
現
在
、

一
七
の
大
学
共
同
利
用
機
関
に
所
属
す

る
研
究
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
国

記
念
式
典
祝
辞

へ、

文
学
研
究
資
料
館
は
、
全
国
で
二
番
目

に
、
文
系
の
研
究
所
と
し
て
は
最
初
に

設
立
さ
れ
た
大
学
共
同
利
用
機
関
で
あ

り
ま
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
と
い
う
名
称
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
文
学
に
関
す
る

資
料
を
収
集
し
、
そ
れ
を
整
理
し
て
、

研
究
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
調
査
収
集
の
対
象
は
文
学

の
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
ひ
ろ
く
日
本

の
書
物
の
文
化
全
般
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。

「
国
普
総
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
古
事

記
、
日
本
書
紀
な
ど
、
わ
が
国
で
書
物

が
出
現
し
た
と
き
か
ら
、
江
戸
時
代
の

終
わ
り
ま
で
の
、
前
近
代
一
二
○
○
年

の
あ
い
だ
に
つ
く
ら
れ
た
現
存
す
る
書

物
の
数
は
、
七
○
万
タ
イ
ト
ル
に
お
よ

ぶ
と
さ
れ
ま
す
。
明
治
時
代
以
前
の
日

本
の
書
物
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
書

誌
で
あ
る
「
国
瞥
総
目
録
」
は
、
こ
の

研
究
所
の
初
代
館
長
で
あ
っ
た
市
古
貞

次
先
生
が
編
集
代
表
の
一
人
と
し
て
参

加
さ
れ
て
、
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
こ
の
七

○
万
点
の
書
物
を
、
す
べ
て
原
本
に
あ

た
っ
て
書
誌
的
調
査
を
し
、
保
存
を
は

か
り
、
文
化
資
源
と
し
て
将
来
に
わ
た

っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
年
に
七
○
○
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○
点
以
上
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
一
○

○
年
か
け
て
七
○
万
点
す
べ
て
を
調
査

す
る
と
い
う
、
壮
大
な
研
究
計
画
で
す
。

そ
れ
は
、
地
味
な
作
業
で
す
が
、
国

文
学
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
な
日
本
文

化
研
究
の
す
べ
て
の
分
野
に
か
か
わ
る
、

最
も
基
礎
的
な
研
究
で
あ
り
ま
す
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
名

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。

館
の
創
設
以
来
の
、
こ
の
三
○
年
間

で
三
○
万
点
の
調
査
を
終
え
、
そ
の
う

ち
の
一
八
万
点
は
マ
イ
ク
ロ
写
真
に
お

さ
め
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
す
。
百
年
の

計
が
着
実
に
実
現
し
て
い
る
わ
け
で
、

館
員
の
皆
さ
ん
や
、
調
査
員
と
し
て
作

業
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
大
学
の
研
究
者

の
方
々
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

国
文
学
と
い
う
と
、
日
本
国
内
で
の

研
究
ば
か
り
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
外
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
歴
史
的
な
図
書
の
書
誌
的

調
査
研
究
や
、
海
外
の
研
究
者
と
の
研

究
交
流
も
活
発
に
お
こ
な
い
、
世
界
の

な
か
で
の
国
文
学
と
し
て
の
視
野
で
の

研
究
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
文
学
関
係
の
研
究
文
献
を
網
羅

し
た
「
国
文
学
年
鑑
」
を
刊
行
し
た
り
、

各
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
な

ど
、
研
究
情
報
の
発
信
に
も
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
す
。

約
九
千
人
の
日
本
文
学
の
研
究
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
、
大
学
で
国
文
学
を
学

ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
の
中
核
的
な
研

究
機
関
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
国
史
学
研
究
者
な
ど
、
ひ
ろ

く
日
本
の
歴
史
的
文
化
や
社
会
の
研
究

者
た
ち
に
基
礎
的
な
情
報
を
提
供
す
る

国
文
学
研
究
資
料
館
の
存
在
は
、
ま
こ

と
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

さ
て
、
平
成
十
六
年
四
月
に
、
国
立

大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
と
歩
調
を
そ

ろ
え
て
、
わ
れ
わ
れ
大
学
共
同
利
用
機

関
も
独
立
行
政
法
人
と
な
る
予
定
で
す
。

そ
れ
を
機
に
、
大
学
共
同
利
用
機
関
が

四
つ
の
機
櫛
に
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
は
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
と
と
も
に
、
一
つ

の
法
人
と
な
り
、
人
間
文
化
研
究
機
栂

に
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
新
し
い
研
究
組
織
の
な
か
で
、
国
文

学
研
究
資
料
館
が
新
た
な
発
展
を
と
げ

ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
、
わ
た
く

し
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

創
立
三
十
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

へ

室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
活
躍
し

た
天
台
宗
の
傑
僧
天
海
（
天
文
五
年
？

～
寛
永
二
○
年
）
は
、
天
台
教
学
関
係

を
初
め
と
す
る
各
種
の
書
籍
を
精
力
的

に
蒐
集
し
た
。
そ
れ
ら
は
今
、
日
光
山

輪
王
寺
と
叡
山
文
庫
に
ま
と
ま
っ
て
蔵

さ
れ
る
。
前
者
が
す
な
わ
ち
輪
王
寺
天

海
蔵
で
あ
り
、
現
在
は
輪
王
寺
宝
物
殿

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

輪
王
寺
天
海
蔵
は
一
般
に
は
非
公
開

と
さ
れ
、
全
体
の
目
録
も
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
渋
谷
亮
泰
師
「
昭
和
現

存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
」
や
、
長
澤
規

矩
也
氏
「
日
光
山
「
天
海
蔵
」
主
要
古

書
解
題
」
に
よ
っ
て
あ
る
部
分
ま
で
は

蔵
瞥
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
優
れ

た
資
料
を
数
多
く
保
有
す
る
こ
と
は
夙

に
知
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
卓
越
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調

査
を
か
ね
て
念
願
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

輪
王
寺
門
跡
鈴
木
常
俊
税
下
を
初
め
と

す
る
各
位
の
格
別
の
御
理
解
と
、
と
り

わ
け
宝
物
殿
館
長
菅
原
信
海
先
生
の
御

高
配
を
賜
り
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
調

査
を
お
許
し
頂
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
内
典
（
仏
書
）
に
つ
い
て
は
天

台
宗
典
編
纂
所
が
以
前
か
ら
調
査
を
進

め
て
お
ら
れ
、
重
複
を
避
け
る
意
味
も

文
庫
紹
介
⑱
１

輪
王
寺
天
海
蔵

へ

あ
り
、
当
面
は
外
典
の
み
を
調
査
す
る

と
い
う
形
を
採
っ
て
い
る
。

輪
王
寺
天
海
蔵
全
体
で
は
約
一
九
○

○
点
の
資
料
を
擁
す
る
が
、
外
典
は
そ

の
う
ち
約
四
五
○
点
を
占
め
る
。
内
訳

は
、
国
番
が
約
一
五
○
点
、
漢
籍
が
約

三
○
○
点
で
、
後
者
の
う
ち
中
国
・
朝

鮮
の
刊
本
（
大
半
は
明
版
）
が
約
一
四

○
点
、
和
刻
本
お
よ
び
和
紗
本
が
約
一

六
○
点
で
あ
る
。
国
書
・
漢
籍
と
も
、

日
本
の
写
本
・
刊
本
は
若
干
の
例
外
を

除
い
て
全
て
寛
永
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

内
容
の
面
で
は
、
国
書
は
和
歌
・
連

歌
・
物
語
・
漢
詩
文
・
辞
書
・
史
書
・

故
実
・
神
書
・
仮
名
抄
な
ど
各
分
野
に

及
ぶ
。
漢
籍
は
四
部
全
般
に
亙
る
が
、

中
で
は
明
版
『
西
遊
記
」
な
ど
の
、
小

説
類
の
稀
瀕
本
が
特
に
著
聞
す
る
。

本
の
状
態
は
概
し
て
良
好
で
あ
り
、

ほ
ぼ
天
海
の
蒐
集
し
た
当
時
の
姿
の
ま

ま
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
点
は
稀
有
な
例

と
言
え
よ
う
。
原
装
を
保
つ
江
戸
初
期

刊
本
が
多
く
、
中
で
も
表
紙
の
艶
出
し

模
様
の
美
し
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
特

筆
さ
れ
る
。

き
わ
め
て
質
の
高
い
蔵
書
で
あ
る
だ

け
に
、
語
る
べ
き
こ
と
も
多
い
が
、
所

与
の
紙
幅
が
尽
き
、
僅
か
に
概
要
の
み

を
記
し
て
紹
介
の
筆
を
掴
く
。

（
文
献
資
料
部
・
落
合
博
志
）
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展
示
は
、
一
一
月
一
一
日
（
月
）
～

二
八
日
（
木
）
の
一
八
日
間
、
土
・

日
・
祝
日
を
含
め
て
実
施
し
た
。
総
タ

イ
ト
ル
は
「
古
典
が
手
元
に
と
ど
く
ま

で
ｌ
館
蔵
貴
重
書
の
か
ず
か
ず
ｌ
」
と

し
、
全
体
を
四
部
構
成
と
し
た
。
第
一

～
三
部
の
内
実
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部
「
わ
た
し
た
ち
の
古
典
」

「
源
氏
物
語
」
を
例
に
、
漫
画
や
映

画
な
ど
卑
近
な
例
か
ら
始
め
て
、
古
典

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
テ
キ
ス
ト

化
さ
れ
、
現
代
の
日
常
生
活
の
中
に
位

置
を
占
め
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
。

第
二
部
「
古
典
を
伝
え
る
」

主
と
し
て
近
世
に
お
け
る
書
籍
享
受

の
様
相
を
、
史
料
館
の
収
蔵
品
に
よ
っ

て
示
し
た
も
の
。

平
成
一
四
年
秋
期
に
お
い
て
、
当
館

創
立
三
○
周
年
を
記
念
す
る
展
示
・
講

演
を
行
っ
た
。
展
示
・
講
演
の
企
画
・

運
営
は
、
従
来
参
考
室
が
担
っ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
今
年
度
か
ら
講
演
会
・

展
示
会
等
小
委
員
会
が
、
参
考
室
の
助

力
を
得
て
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
そ
の
点
を
お
断
り
し
た
上
で
、
そ

の
概
要
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

創
立
三
○
周
年
記
念
展
示
報
告

第
三
部
「
古
典
を
手
元
に
」

古
典
の
日
常
化
と
い
う
仕
事
の
中
で

の
当
館
の
役
割
を
、
業
務
に
用
い
る
調

査
カ
ー
ド
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
も

の
。
第
四
部
は
、
以
上
を
受
け
る
か
た
ち

で
、
総
タ
イ
ト
ル
の
副
題
ど
お
り
「
源

氏
物
語
（
正
徹
本
三
・
「
春
日
懐
紙
」
・

「
宗
安
小
歌
集
」
・
「
太
平
記
・
秋
夜
長

物
語
」
・
「
阿
弥
陀
胸
割
」
・
慶
長
初
期

刊
「
徒
然
草
」
・
「
怒
誰
宛
芭
蕉
書
簡
」
・

「
几
董
宛
蕪
村
書
簡
」
・
『
手
拭
合
」
等
、

貴
重
番
を
中
心
に
、
七
○
点
を
展
示
し

た
。
和
歌
・
物
語
を
中
心
と
す
る
室
町

以
前
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
写
本

資
料
、
書
簡
等
近
世
期
の
自
筆
本
、
版

本
で
は
古
活
字
本
、
初
印
ま
た
は
そ
れ

に
近
い
絵
本
の
類
、
明
治
期
の
珍
本
な

ど
、
い
ず
れ
も
二
○
周
年
展
示
の
後
館

蔵
に
帰
し
た
優
品
ば
か
り
で
あ
る
。
ま

た
展
示
室
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
二

台
を
置
き
、
一
台
は
貴
重
書
三
点
の
全

て
の
丁
を
め
く
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
、
も
う
一
台
は
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
た
。

展
示
期
間
中
、
一
五
日
（
金
）
・
二

/ー、

講
演
会
は
、
一
一
月
一
六
日
（
土
）

に
実
施
し
た
。
「
詩
歌
の
未
来
形
ｌ
創

作
と
研
究
ｌ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
気

鋭
の
研
究
者
と
実
作
者
に
講
師
を
お
願

い
し
て
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
だ
。

「
古
典
和
歌
研
究
の
一
視
点

ｌ
貴
人
と
「
女
房
」
ｌ
」

当
館
文
献
資
料
部
教
授

田
渕
句
美
子
氏

「
短
歌
創
作
に
お
け
る
古
典
の
活
用
」

歌
人
水
原
紫
苑
氏

「
恋
、
風
景
、
日
本
の
詩
歌
の
季
題

ｌ
和
歌
か
ら
俳
譜
・
俳
句
へ
」

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏

古
典
和
歌
と
現
代
短
歌
を
行
き
来
し

な
が
ら
全
体
と
し
て
響
き
あ
う
御
三
方

の
講
演
内
容
は
、
主
催
者
側
と
し
て
は

狙
い
ど
お
り
の
も
の
で
あ
り
、
和
歌
を

三
日
（
土
・
祝
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、

上
記
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。
熱
心
な

参
加
者
に
恵
ま
れ
、
特
に
「
春
日
懐
紙
』

創
立
三
○
周
年
記
念
講
演
会
報
告

「
詩
歌
の
未
来
形
ｌ
創
作
と
研
究
ｌ
」

一、

中
心
と
す
る
日
本
詩
歌
が
、
伝
統
に
裏

打
ち
さ
れ
た
分
、
国
境
を
越
え
に
く
い

閉
鎖
性
と
懐
の
深
さ
を
あ
わ
せ
も
つ
と

い
う
シ
ラ
ネ
氏
の
結
論
に
、
か
え
っ
て

こ
の
点
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
い

う
研
究
者
の
心
意
気
が
看
取
さ
れ
た
。

当
日
は
都
内
で
和
歌
関
係
の
催
し
が

重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
来
聴
者
数
は

残
念
な
が
ら
予
想
を
下
回
っ
た
が
、
今

回
も
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
中
継
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
逆
に

過
去
最
高
を
記
録
し
、
接
続
可
能
な
回

線
の
数
を
遥
か
に
超
え
る
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。
ご
覧
い
た
だ
け
な
か
っ
た

皆
様
に
は
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
、

併
せ
て
当
日
の
画
像
付
き
記
録
が
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
く

次
第
で
あ
る
。

（
参
考
室
大
高
洋
司
）

等
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
、
紙
背

に
書
か
れ
た
『
万
葉
集
」
の
痕
跡
を
説

明
す
る
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
人
気

が
集
ま
っ
た
。

－8－
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呈
う
じ
ょ
う
い
さ
お

高
乗
勲
氏
（
明
治
三
三
年
～
昭
和

五
五
年
）
は
、
『
徒
然
草
の
研
究
』
な

ど
の
著
書
を
持
ち
、
ま
た
古
典
籍
の
蒐

集
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
国
文
学
者
で

あ
る
。
こ
の
た
び
当
館
は
、
高
乗
家
の

御
厚
意
に
よ
り
、
氏
の
旧
蔵
に
な
る
古

典
籍
の
す
べ
て
を
お
譲
り
い
た
だ
い
た
。

本
展
示
は
、
そ
の
受
贈
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
蔵
書
の
中
か
ら
、

『
徒
然
草
」
と
そ
の
注
釈
書
、
歌
集
・

物
語
・
仏
書
な
ど
、
約
七
○
点
を
展
示

し
た
。
中
で
も
、
『
太
平
記
」
と
「
秋

夜
長
物
語
」
の
合
写
本
（
い
わ
ゆ
る
永

和
本
）
、
『
徒
然
草
』
の
浄
教
坊
実
善
旧

蔵
本
や
打
曇
表
紙
本
、
『
徒
然
草
寿
命

院
抄
』
の
写
本
や
古
活
字
版
、
『
埜
槌

（
野
槌
二
の
初
版
本
や
再
版
本
な
ど
、

研
究
史
的
に
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
諸

本
が
公
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
も
っ
て
慶

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
特
別
展
示
に
伴
い
、
公
開
講
演

会
を
開
催
し
た
。
演
題
と
講
演
者
は
、

特
別
展
示
「
高
乗
勲
文
庫
貴
重
書
展
」

平
成
一
四
年
五
月
二
○
日
（
月
）
～
三
一
日
（
金
）

公
開
講
演
会

「
本
と
人
と
研
究
と
ｌ
高
乗
勲
文
庫
か
ら
ｌ
」

平
成
一
四
年
五
月
二
四
日
（
金
）

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

か
く
ご
ん

「
立
志
烙
勤
の
国
文
学
者

Ｉ
序
に
代
え
て
ｌ
止

当
館
館
長
松
野
陽
一
氏

「
高
乗
勲
氏
蒐
集
の
古
典
籍

Ｉ
「
徒
然
草
』
関
係
資
料
そ
の
他
ｌ
」

当
館
文
献
費
料
部
助
教
授

落
合
博
志
氏

「
永
和
本
「
太
平
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」

中
京
大
学
文
学
部
教
授
長
谷
川
端
氏

三
氏
の
講
演
は
、
故
高
乗
勲
氏
の
学

問
と
そ
の
人
と
な
り
、
『
徒
然
草
』
関

係
資
料
が
持
つ
本
文
解
読
上
の
意
義
、

永
和
本
『
太
平
記
」
（
前
述
）
の
研
究

史
的
問
題
な
ど
、
実
に
多
方
面
に
わ
た

り
、
高
乗
勲
文
庫
の
貴
重
さ
が
改
め
て

感
得
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。
当
日
は
、

中
世
文
学
研
究
者
を
含
め
一
三
○
名
も

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
講
演
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
右
の
講
演
の
一
部
は
、
国
文

へ

学
研
究
資
料
館
編
古
典
講
滅
シ
リ
ー
ズ

⑨
『
田
安
徳
川
家
の
蔵
書
と
高
乗
勲
文

平
成
一
二
年
の
「
岩
佐
美
代
子
の
語

る
源
氏
物
語
」
（
岩
佐
美
代
子
氏
）
、
平

成
一
三
年
の
「
連
続
講
演
西
鶴
」

（
長
谷
川
強
氏
）
に
続
き
、
平
成
一
四

年
は
、
立
教
大
学
名
誉
教
授
の
井
上
宗

雄
氏
に
、
『
百
人
一
首
」
の
講
演
を
お

願
い
し
た
。
各
回
の
日
時
と
演
題
は
、

灘
翻
瓢
蕊
鰯

司L■

蕊
■埠U-

ご麹，‘‘:'6貴
‘J,4ケ‘炉で
今｡■タグ■a

一再｡

－

J今

'‘I『慾5ぐず

，．′.翌雷蓬〕‘
伽癖冷

耀
白

』」

溌

鐸一

弾鴬

鱸
謎
鎚
畷

葺
叱
か
ｅ
巳
‐
Ｌ
Ｔ
８
『
ｒ
■

古
典
連
続
講
演
（
全
五
回
）

「
百
人
一
首
ｌ
王
朝
和
歌
か
ら
中
世
和
歌
へ
ｌ
」

弔副,､､苫

ザ
再
都
Ｊ
ｗ
紗

ー些一

濁

鰯驚
薯･愚零
孟詮
も△

鳴隆
週 1

‘璽忽
今

津
p

蕊
へ

識

＃

1、意§蝿y
;慰蕊･聡'潮

鍵； 以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
九
月
二
六
日
（
木
）

「
百
人
一
首
の
解
釈
に
つ
い
て

’
一
筋
純
で
は
行
か
ぬ
作
品
群
‐
山

②
一
○
月
一
○
日
（
木
）

「
歌
人
群
像

ｌ
和
歌
と
歌
人
と
ど
ち
ら
を
優
先

庫
』
に
収
め
ら
れ
、
臨
川
書
店
よ
り
刊

行
の
予
定
で
あ
る
。

熱購馨

;，，、

鍵
P9
勺Q

’
、
西
口

古典連続講演（井上宗雄氏）
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し
た
か
ｌ
」

③
一
○
月
二
四
日
（
木
）

「
和
歌
史
の
流
れ
と
と
も
に

ｌ
そ
の
多
様
な
詠
み
ぶ
り
Ｉ
」

④
二
月
七
日
（
木
）

「
百
人
一
首
の
成
立

ｌ
撰
者
藤
原
定
家
を
め
ぐ
っ
て
‐
山

⑤
二
月
一
二
日
（
木
）

「
百
人
一
首
以
後

ｌ
百
人
一
首
は
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
ら
れ
た
か
ｌ
」

「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
」
「
平
安
後

期
歌
人
伝
の
研
究
」
「
鎌
倉
時
代
歌
人

伝
の
研
究
」
な
ど
多
く
の
著
書
を
上
梓

さ
れ
、
和
歌
史
研
究
・
歌
壇
史
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
ら
れ
る
井
上
氏
の
お
話

は
、
歌
句
一
つ
一
つ
、
和
歌
一
首
一
首

の
解
釈
か
ら
、
歌
人
の
伝
記
、
藤
原
定

家
の
撰
歌
意
識
、
享
受
史
や
注
釈
史
に

い
た
る
ま
で
、
実
に
幅
広
く
奥
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。
聴
講
者
は
一
般
の
古
典

フ
ァ
ン
か
ら
大
学
院
生
ま
で
毎
回
一
四

○
名
を
越
え
、
た
い
へ
ん
な
御
好
評
を

い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
古
典
連
続
講
演
の
内
容
は
、

古
典
ル
ネ
サ
ン
ス
①
『
西
鶴
」
、
古
典

ル
ネ
サ
ン
ス
②
「
百
人
一
首
」
と
し
て
、

笠
間
書
院
よ
り
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

（
参
考
室
加
藤
昌
嘉
）

i~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ra:==~==ZEZT=~r:~r~=~T~;=E~r~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~1
通常展示「和書のさまざま」のお知らせ

I平成15年3月18日（火）～4月25日（金）

！▼午前10時～午後4時30分▼土曜日曜祝日は休館▼入場無料

1昭和59年以来恒例となりました通常展示｢和書のさまざま｣は､日本古典籍のいろいろな様態を紹介！
｜する書誌学入門的な展示として､毎年工夫を重ねております｡和書の装訂や書型､写本や版本のありよ！

’うを､多角的な構成で御覧いただきます｡この展示が､古典籍への親しみを増していただく機会となれi
iば幸いです。

特別展示「中村真一郎江戸漢詩文コレクション展」のお知らせ

I平成15年5月26日（月）～6月6日（金）

I▼午前10時～午後4時30分▼土曜日曜祝日は休館▼入場無料

1次回は、作家中村真一郎の旧蔵になり、現在当館が所蔵する、江戸・明治期の漢詩文集のコレクション1

1や､史伝『木村燕霞堂のｻﾛﾝ｣の自筆原稿など､約70点を展示いたします｡また､それに併せ､中村｜
｜真一郎の文学と江戸の漢詩人についての公開識演会も開催いたします｡いずれも､入場.聴識は無料で！

’す｡多くの方々の御来観･御来聴をお待ちいたします。

公開講演会「中村真一郎の文学と江戸漢詩」のお知らせ

I平成15年6月6日（金）

I▼午後1時30分～

I▼当館1階大会議室にて、1時より受付開始I

！▼先着150名▼聴識無料

！「中村真一郎の文学の魅力｣富岡幸一郎氏(関東学院大学助教授）
！「江戸漢詩はやわかり｣堀川貴司氏(当館研究情報部助教授）

｜「塀…｢講壇｣｣ﾛバーﾄｷﾔﾝべﾙ氏(東恵大学大学院鋤教授）
4‐＝ニー一一二＝＝＝‐＝：＝二一二二－ニーーニーーニ－＝＝‐--＝＝二一一二＝‐二一二＝－‐＝‐＝＝＝＝＝三三＝＝§

戸､

へ

－11－
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第
二
六
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

は
平
成
一
四
年
一
一
月
一
四
日
（
木
）
、

一
五
日
（
金
）
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
文
化
の
な
か
の
文
学
、
文

学
の
な
か
の
文
化
ｌ
文
学
研
究
の
可
能

性
ｌ
」
、
研
究
発
表
が
一
○
本
、
公
開

講
演
が
二
本
あ
っ
た
。
参
加
者
は
一
○

○
名
（
う
ち
海
外
か
ら
三
○
名
）
と
例

年
よ
り
や
や
少
な
か
っ
た
。
内
容
は
以

下
の
通
り
。

〔
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
〕

座
長
神
野
藤
昭
夫

木
越
治

◆
二
か
国
語
併
用
と
国
風
文
化
の
創
造

の
問
題
「
土
佐
日
記
」
に
於
け
る

唐
風
文
化
と
の
対
話
の
視
点
か
ら
ｌ

ク
シ
シ
ュ
ト
フ
・
オ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ

（
ヤ
ギ
エ
ウ
ォ
大
学
助
教
授
）

◆
「
宮
錦
抱
」
を
ま
と
っ
た
李
白
と
「

恩
賜
の
御
衣
」
を
し
の
ぶ
菅
原
道
真

黄
幼
欣

（
南
台
科
技
大
学
専
任
識
師
）

◆
日
韓
滑
稽
文
学
に
お
け
る
対
比
研
究

試
論
Ｉ
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
と

『
興
甫
傳
』
を
中
心
に
ｌ

康
志
賢（
麗
水
大
学
校
助
教
授
）

第
茄
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
報
告

〔
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

座
長
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

坪
井
秀
人

◆
「
不
如
帰
」
の
「
翻
訳
」
ｌ
『
小
説

不
如
帰
』
か
ら
『
家
庭
新
詩
不
如

帰
の
歌
』
へ
ｌ

権
丁
煕

（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

◆
雑
誌
『
女
人
芸
術
』
の
座
談
会
に
お

け
る
〈
新
し
い
女
〉
の
考
察

シ
ュ
リ
ー
デ
ヴ
ィ
・
レ
ッ
デ
ィ

（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

◆
「
気
候
と
信
仰
と
持
病
と
」
か
ら
見

る
〈
皇
民
文
学
者
〉
周
金
波
研
究
の

可
能
性唐
玻
聡

（
武
蔵
大
学
総
合
研
究
所
奨
励
研
究
且
）

◆
拡
散
す
る
〈
身
勢
打
鈴
〉
ｌ
李
恢
成

「
砧
を
う
つ
女
」
に
み
る
朝
鮮
文
化

の
変
容
ｌ

金
貞
愛

（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

〔
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

座
長
小
峯
和
明

◆
謡
曲
「
飛
鳥
川
」
の
作
品
研
究

サ
ォ
ワ
ラ
ッ
ク
・
ス
リ
ヤ
ウ
ォ
ン

グ
パ
イ
サ
ー
ン

一

（
チ
ユ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
助
教
授
）

◆
住
吉
明
神
と
白
楽
天
ｌ
中
世
に
お
け

る
翁
の
形
象
化
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

金
賢
旭

（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

◆
祭
礼
行
列
に
お
け
る
童
子
の
職
掌
ｌ

中
世
前
期
を
中
心
と
し
て
ｌ

小
山
聡
子

（
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

〔
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
〕
（
公
開
講
演
）

◆
旅
の
文
化
・
旅
の
文
学

今
関
敏
子

（
川
村
学
園
女
子
大
学
教
授
）

◆
和
歌
に
依
る
法
華
経
の
解
釈

”
》
『

》

雲霧一
一鰄‐

感

虹一

一
＝

-一

瞬
へ

こ
れ
ら
の
内
容
を
収
め
た
会
議
録
は
三

月
刊
行
。
ま
た
、
次
回
第
二
七
回
は
平

成
一
五
年
一
一
月
一
三
日
（
木
）
一
四

日
（
金
）
の
両
日
、
「
剰
窃
・
模
倣
・

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
日
本
文
学
の
想
像

力
を
問
う
ｌ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催

予
定
。
詳
し
く
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
言
ｇ
昌
言
急
三
．
昌
一
・
胃
・
旨
）
を
御
覧
下

さ
い
。 ｌ

慈
円
・
蝋
円
を
中
心
に
Ｉ

ジ
ャ
ン
Ⅱ
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
教
授

国
文
学
研
究
査
料
館
客
員
教
授
）

l:
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出
版
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
平
成
一
危
機
」
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

四
年
一
二
月
六
日
（
金
）
に
、
第
八
回
こ
と
は
、
国
文
学
と
い
う
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ

の
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
ラ
シ
ー
に
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ

今
回
は
、
「
出
版
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
プ
を
構
造
的
に
抱
え
る
伝
統
的
学
問
領

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
国
文
学
研
域
に
は
、
致
命
的
な
こ
と
な
の
か
も
し

究
の
基
雛
に
関
わ
る
情
報
群
の
発
信
に
れ
な
い
。

挑
わ
っ
て
き
た
出
版
関
係
者
を
交
え
て
、
そ
こ
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

自
由
討
論
の
形
式
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
は
、
か
か
る
問
題
意
識
を
念
頭
に
置
き

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
つ
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
「
流
通
」

学
術
研
究
上
「
有
用
」
な
情
報
の
多
「
評
価
」
な
ど
の
観
点
か
ら
、
学
術
専

く
の
部
分
が
、
す
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
門
出
版
社
と
研
究
者
と
が
と
も
に
考
え

上
に
格
納
さ
れ
る
情
報
資
源
で
事
足
り
る
「
討
論
」
を
企
画
し
た
。

る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
な
お
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
す
ベ

ッ
ト
に
よ
る
論
文
の
公
開
も
さ
か
ん
に
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
中

行
わ
れ
る
一
方
で
、
従
来
の
学
術
出
版
継
し
た
。
会
場
に
来
ら
れ
な
い
多
く
の

社
は
、
そ
の
経
営
基
盤
を
脆
弱
に
し
つ
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
。
の

つ
あ
り
、
こ
れ
ま
で
こ
つ
こ
つ
と
積
み
ベ
ア
ク
セ
ス
数
か
ら
の
推
定
で
は
あ
る

上
げ
て
き
た
学
術
出
版
の
編
集
と
い
う
が
、
三
○
○
人
弱
の
視
聴
が
あ
っ
た
。

営
為
が
成
り
立
ち
が
た
く
な
る
の
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
イ
ベ
ン
ト
の
ネ

な
い
か
と
い
う
懸
念
も
現
実
的
な
問
題
ツ
ト
中
継
は
、
今
回
で
六
回
目
と
な
る
。

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
情
報
発
信
技
術
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ

事
態
は
、
出
版
の
経
済
的
危
機
に
と
で
確
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、

ど
ま
ら
な
い
。
学
術
専
門
書
出
版
の
危
さ
ら
に
安
定
し
た
発
信
と
な
る
よ
う
に

機
は
「
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
識
演
資
料
な
ど

国
文
学
研
究
資
料
館
「
第
八
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
」
開
催

へ

は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

時
代
の
趨
勢
と
し
て
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
対
応
す
べ
く
、
印
刷
物
と
し
て

の
『
講
演
集
』
は
、
一
昨
年
度
よ
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
閲
覧
に
移

行
し
て
い
る
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

一
討
論
出
席
者
／
パ
ネ
ラ
ー
］

石
川
透
（
慶
睡
義
塾
大
学
）

率
一

へ

大
内
英
範
（
早
稲
田
大
学
・
非
常
勤
）

久
保
田
年
美
（
株
・
藤
原
印
刷
）

坂
倉
良
一
（
株
・
お
う
ふ
う
）

重
光
徹
（
株
・
笠
間
書
院
）

中
村
一
夫
（
関
西
大
学
・
非
常
勤
）

松
本
功
（
ひ
つ
じ
書
房
）

谷
川
恵
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

伊
藤
鉄
也
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
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源
氏
物
語
行
幸
巻

古
活
字
版
大
本
一
冊

無
刊
記
。
〔
慶
長
中
〕
頃
刊
の
、
い

わ
ゆ
る
伝
嵯
峨
本
。
二
八
・
七
×
二

一
・
三
糎
。
一
面
一
一
行
、
字
高
二

二
・
三
糎
、
各
行
約
二
一
字
。
原
装
の

源
氏
物
語
大
本
写
五
四
冊

〔
江
戸
初
期
〕
写
。
黄
土
色
の
原
装

表
紙
に
金
銀
泥
下
絵
を
施
す
。
表
紙
中

央
の
丹
色
題
筬
に
は
金
銀
泥
下
絵
と
金

砂
子
。
見
返
し
は
亀
甲
紋
等
金
箔
押
し
。

二
六
・
三
×
一
九
・
八
糎
の
袋
綴
本
。

一
面
九
行
。
異
文
注
記
・
補
入
の
墨
書

き
入
れ
や
、
句
点
・
濁
点
の
朱
書
き
入

れ
が
ま
ま
あ
る
。
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る

青
表
紙
本
系
統
の
う
ち
、
三
条
西
家
や

連
歌
師
の
間
で
流
布
し
た
諸
本
に
近
似
。

け
ん
ど
ん
箱
は
引
き
出
し
部
分
の
み
漆

塗
り
。
蓋
表
の
打
曇
題
篭
に
「
堂
上
三

筆
／
源
氏
も
の
か
た
り
」
、
蓋
裏
の
後

補
貼
紙
に
「
源
氏
全
部
五
拾
四
冊
／

御
染
筆
／
飛
鳥
井
前
大
納
言
雅
重
卿
／

久
我
大
納
言
広
道
卿
／
烏
丸
左
大
弁
光

祖
卿
」
と
あ
る
。
箱
そ
の
も
の
は
他
か

ら
の
流
用
か
。
美
麗
な
造
り
か
ら
高
家

に
伝
わ
っ
た
嫁
入
り
本
と
目
さ
れ
る
。

新
収
和
古
書
抄
平
成
一
四
年

散
木
奇
歌
集
写
一
○
巻
三
冊

茶
色
刷
毛
引
表
紙
。
二
七
・
二
×
二

○
・
三
糎
。
黒
田
亮
氏
蔵
書
印
「
痩
松

園
文
庫
章
」
あ
り
。
下
巻
二
八
丁
ウ
ま

で
は
散
木
奇
歌
集
、
そ
れ
以
降
が
顕
昭

の
注
。
注
の
最
初
は
「
を
く
ろ
さ
き
」

の
歌
。
寿
永
二
年
顕
昭
奥
書
並
び
に
文

禄
三
年
注
記
の
後
、
安
永
八
年
正
月
十

日
付
小
沢
蘆
庵
の
奥
書
を
有
し
、
國
學

院
大
学
蔵
本
等
と
同
じ
系
統
に
属
す
る
。

奥
書
に
よ
る
と
青
筆
は
蘆
庵
の
書
入
で

あ
る
が
、
国
文
研
初
雁
文
庫
蔵
本
（
一

二
’
三
○
八
’
二
）
等
に
見
ら
れ
る
入

江
昌
喜
の
青
書
入
と
の
重
な
り
は
少
な

く
な
い
。
昌
喜
と
蔵
庵
と
の
親
交
を
考

え
る
と
、
同
祖
本
に
よ
る
校
合
の
可
能

表
紙
は
、
薄
桃
色
・
呉
粉
引
き
・
雲
母

散
ら
し
。
雲
母
刷
り
白
色
題
篭
に
、
光

悦
風
の
書
体
で
「
行
幸
」
と
印
刷
。
初

葉
に
「
瀬
能
蔵
書
」
「
飯
山
宮
之
印
」

「
臨
野
堂
文
庫
」
の
印
記
。
現
在
知
ら

れ
る
数
種
の
伝
嵯
峨
本
の
う
ち
、
「
弘

文
荘
待
買
古
書
目
」
四
五
号
（
昭
和
四

九
年
）
に
載
る
「
伝
嵯
峨
本
源
氏
物
語
」

全
五
四
冊
（
青
硲
書
屋
旧
蔵
本
）
と
、

形
態
は
合
致
す
る
。
（
サ
四
’
七
三
）

へ

’
東
鑑
伏
見
版
（
古
活
字
）

大
本
存
一
九
冊

雲
龍
空
押
文
様
・
丁
子
茶
色
表
紙
。

古
今
序
註
大
本
写
二
冊

天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
写
。
二

巻
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙
、
押
界
一
○

行
。
本
文
共
紙
表
紙
、
二
五
・
六
×
一

八
・
四
糎
。
内
題
は
「
古
今
和
調
集
序

聞
書
上
（
下
）
」
。
外
題
は
別
筆
で
そ
れ

ぞ
れ
「
古
今
序
註
」
「
古
今
序
聞
書
」

と
左
肩
に
う
ち
つ
け
書
き
。
内
容
は
片

桐
洋
一
氏
「
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題

二
」
に
紹
介
翻
刻
さ
れ
た
「
古
今
和
歌

集
序
聞
書
三
流
抄
』
で
、
奥
書
に
「
弘

安
九
年
閏
十
二
月
十
八
日
談
儀
畢
／
定

家
余
風
能
基
」
な
ど
と
見
え
る
。

諸
本
の
う
ち
書
写
年
代
の
殻
も
遡
る
一

本
で
あ
る
。

大
原
談
義
聞
書
抄
古
活
字
版
一
冊

後
補
鳶
色
表
紙
、
二
五
・
七
×
一

七
・
三
糎
。
外
題
欠
。
内
題
「
大
原
談

義
聞
書
抄
」
。
毎
半
葉
七
行
。
一
行
一

七
字
詰
。
無
刊
記
。
元
和
寛
永
中
刊
。

巻
末
に
「
六
字
名
号
口
伝
」
・
「
大
原

問
答
起
御
書
」
（
共
に
整
版
）
を
合
綴

す
。
（
ャ
四
’
二
○
七
）

性
も
あ
る
か
。

/へ

隆
達
節
歌
謡
集
写
本
一
帖

一
七
・
三
×
一
一
・
三
糎
の
折
本
。

全
一
○
折
。
題
記
を
欠
く
が
、
隆
達
節

歌
謡
集
の
う
ち
小
歌
集
の
一
本
。
見
返

し
に
「
烏
丸
光
廣
卿
」
と
記
し
た
極
札

霊
巌
寺
縁
起
写
一
軸

後
補
表
紙
、
雲
・
龍
・
宝
珠
等
の
織

文
。
三
四
・
三
×
五
二
・
○
糎
の
鳥
の

子
二
七
紙
か
ら
成
る
。
毎
紙
一
一
行
、

金
界
。
内
題
「
紀
伊
国
在
田
郡
廣
庄
補

陀
山
／
霊
巌
禅
寺
縁
起
」
。
奥
書
「
応

永
改
元
歳
次
甲
戌
十
一
月
廿
七
日
書
」
。

更
に
別
筆
で
「
此
縁
起
者
耕
雲
之
御
筆

也
／
内
大
臣
右
近
大
将
藤
原
長
親
公
御

出
／
家
之
後
扁
所
居
之
軒
称
耕
雲
法

諒
／
明
魏
則
京
北
妙
光
寺
本
願
／
内
相

府
四
代
之
御
孫
也
」
と
あ
る
。
雁
蕩
山

能
仁
寺
の
縁
起
。
藤
原
長
親
自
筆
本
か
。

（
九
九
’
一
○
二
）

二
七
・
六
×
二
○
・
九
糎
。
後
補
題
策

存
（
無
辺
・
墨
書
、
文
字
極
め
て
不
鮮

明
）
。
内
題
「
新
刊
吾
妻
鏡
巻
第
二

（
～
五
十
二
こ
。
有
界
一
二
行
、
一
行

二
○
字
詰
。
漢
文
無
訓
。
四
周
双
辺
。

版
心
「
東
鑑
二
（
～
五
十
二
）
」
。
駿
末

「
慶
長
十
稔
星
集
乙
巳
春
三
月
前
龍

山
見
鹿
苑
承
免
里
」
。
巻
一
欠
。
ヤ
ヤ

疲
本
。
（
ヤ
ニ
ー
一
四
七
）
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様
の
紙
片
が
あ
る
。
光
広
風
の
書
体
で
、

江
戸
初
期
の
書
写
。
歌
数
は
完
全
な
も

の
三
四
首
と
、
第
一
面
右
端
に
歌
詞
の

後
半
だ
け
の
も
の
三
首
。
従
っ
て
も
と

は
三
七
首
以
上
を
収
め
て
い
た
歌
本
の
、

前
が
欠
け
た
形
と
推
定
さ
れ
る
。
う
ち

二
首
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
歌
謡
で
、

新
出
の
小
歌
か
と
思
わ
れ
る
。
墨
譜
な

１
』
◎

お
も
は
く
奇
合
半
紙
本
刊
一
冊

延
宝
九
年
正
月
刊
。
松
本
勝
左
衛
門

梓
行
。
印
記
「
瀞
戯
三
味
院
」
「
紫
香

蔵
」
。
役
者
と
遊
女
を
と
り
あ
わ
せ
て

評
し
た
評
判
記
。
本
書
は
瀧
田
貞
治
氏

に
よ
る
写
本
と
野
間
光
辰
氏
に
よ
る
転

写
本
が
知
ら
れ
て
い
た
の
み
で
「
歌
舞

伎
評
判
記
集
成
」
（
岩
波
書
店
）
の
翻

刻
も
、
野
間
光
辰
氏
の
写
本
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
本
館
収
蔵
の
も
の
は
、

こ
れ
ら
の
も
と
に
な
っ
た
版
本
と
確
定

で
き
る
貴
重
な
書
で
あ
る
。

江
戸
諸
用
綱
見
図
半
紙
本
刊
一
冊

標
色
無
地
原
装
表
紙
、
二
二
・
二
×

一
六
・
三
糎
。
外
題
原
題
篭
中
央
「
江

戸
諸
□
口
見
図
□
」
。
書
名
は
内
題
に

よ
る
。
全
一
二
・
五
丁
。
刊
記
（
一
丁

裏
、
目
録
末
尾
に
あ
り
）
「
元
禄
八
歳

〈
乙
亥
〉
三
月
吉
日
〈
江
戸
通
油
町
〉

佐
藤
四
郎
右
衛
門
板
」
。
内
容
は
江
戸

の
地
誌
で
、
元
禄
二
年
刊
「
江
戸
図
鑑

綱
目
』
乾
巻
に
似
る
が
、
冒
頭
に
源
頼

朝
か
ら
徳
川
家
綱
ま
で
の
歴
代
将
軍
略

伝
を
置
く
点
な
ど
が
異
な
る
。
こ
の
版

元
の
出
版
書
は
他
に
元
禄
四
年
刊
「
日

本
鹿
子
」
（
長
谷
川
甚
九
郎
と
相
版
）
、

元
禄
五
年
刊
「
誹
林
一
字
幽
蘭
集
」
が

知
ら
れ
る
。
印
記
「
百
樹
の
」
（
花
岡

百
樹
）
。
（
ャ
六
’
二
四
三
）

英
草
紙
半
紙
本
刊
五
冊

藍
色
表
紙
、
題
篭
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
、

第
五
巻
の
み
角
書
「
古
今
奇
談
」
残
存
。

近
路
行
者
（
都
賀
庭
鐘
）
が
初
期
読
本

に
お
け
る
〈
奇
談
〉
の
様
式
を
確
立
し

た
名
作
。
当
該
本
は
刊
記
に
「
寛
延
二

年
龍
集
己
巳
九
月
出
来
」
と
あ
っ
て
西

村
源
六
（
江
戸
）
・
柏
原
清
右
衛
門

（
大
坂
）
・
菊
屋
惣
兵
衛
（
同
）
が
並

び
、
右
側
に
後
編
「
繁
野
話
」
（
明
和

三
年
刊
）
の
出
版
広
告
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
再
印
本
と
目
さ
れ
る
。

お
と
し
は
な
し
０
や
う
が
の
こ

落
噺
京
鹿
子
中
本
刊
一
冊

黄
表
紙
形
態
の
噺
本
。
『
国
書
総
目

録
」
「
日
本
小
説
瞥
目
年
表
」
「
古
典
籍

総
合
目
録
」
に
記
戦
さ
れ
て
い
な
い
・

武
藤
禎
夫
氏
著
「
江
戸
風
俗
絵
入
り

小
咄
を
読
む
』
に
も
未
紹
介
で
あ
り
、

/一､

か
な
り
珍
し
い
本
と
思
わ
れ
る
。
黄
色

無
地
表
紙
。
多
色
刷
り
の
原
題
鐙
有
り
。

柱
題
「
京
か
の
こ
」
。
鳥
居
清
経
画
。

安
永
年
間
刊
か
。
一
○
丁
。
江
戸
・
伊

勢
屋
次
助
板
。
保
存
状
態
良
。
「
か
け

く
ら
」
以
下
二
○
話
が
、
清
経
画
の
挿

し
絵
の
上
部
三
分
の
一
に
、
雲
形
郭
線

で
区
切
っ
て
書
か
れ
る
。

ぷ
た
い
番
付
集
貼
り
込
み
帖
一
冊

安
政
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
、

上
方
芝
居
番
付
の
貼
り
込
み
帖
。
全
五

六
枚
を
貼
り
込
む
。
内
訳
は
、
大
坂
の

歌
舞
伎
番
付
三
四
枚
、
京
都
の
歌
舞
伎

番
付
二
枚
、
堺
の
歌
舞
伎
番
付
二
枚
、

大
坂
の
人
形
浄
瑠
璃
番
付
七
枚
、
浮
世

絵
二
枚
。
こ
の
内
、
安
政
三
年
五
月
吉

日
よ
り
道
頓
堀
法
善
寺
境
内
で
の
「
男

作
五
鳫
金
」
の
番
付
は
「
義
太
夫
年
表

近
世
篇
」
未
載
の
新
出
番
付
。
（
ャ
八

’
二
二
二
）

見
立
七
小
町
ノ
内
大
判
錦
絵
七
枚

安
政
五
年
七
月
八
月
改
印
の
揃
い
物
。

三
代
目
歌
川
豊
国
画
。
江
戸
・
山
崎
屋

清
七
板
。
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
。

七
小
町
を
画
題
と
す
る
浮
世
絵
は
多
い

が
、
本
揃
い
物
は
単
に
当
世
風
俗
で
七

小
町
を
描
く
の
で
は
な
く
、
七
小
町
の

一
つ
一
つ
を
、
近
世
演
劇
に
登
場
す
る

へ

人
物
に
見
立
て
、
そ
れ
を
当
時
の
人
気

役
者
の
似
顔
絵
で
描
い
た
も
の
。
例
え

ば
「
清
水
小
町
」
は
「
園
部
左
衛
門
」

で
、
仮
名
草
子
「
薄
雪
物
語
」
に
取
材

し
た
浄
瑠
璃
『
新
薄
雪
物
語
」
の
登
場

人
物
。
清
水
寺
と
い
う
共
通
点
で
見
立

て
た
も
の
。
歌
舞
伎
役
者
二
代
目
沢
村

諮
升
の
似
顔
で
描
か
れ
る
。

法
華
霊
験
伝
古
活
字
版
大
本
二
冊

渋
引
原
表
紙
。
二
八
・
六
×
一
九
・

七
糎
。
原
題
篭
「
法
華
霊
験
伝
」

（
刷
・
双
辺
・
左
肩
）
。
内
題
「
法
華
霊

験
伝
巻
上
（
下
ご
・
毎
半
葉
一
○
行
、

一
行
二
○
字
詰
。
漢
文
無
訓
。
四
周
双

辺
、
二
二
・
一
×
一
五
・
五
糎
。
版
心

「
霊
験
伝
上
（
下
）
」
（
小
黒
口
・
上
下

花
魚
尾
）
。
無
刊
記
、
慶
長
元
和
中
刊

本
。
伊
州
新
大
仏
寺
旧
蔵
。
（
ャ
四
’

二
○
六
）

天
台
四
教
儀
本
圀
寺
版
（
古
活
字
）

大
本
一
冊

後
補
渋
引
表
紙
。
二
八
・
一
×
一

九
・
六
糎
。
外
題
「
天
台
四
教
儀
」

（
後
補
・
墨
書
）
。
版
心
「
四
教
儀
」

（
上
下
花
魚
尾
）
。
科
註
本
。
刊
記
「
於

洛
陽
本
國
寺
之
内
開
板
寛
永
三
丙
寅

九
月
吉
日
」
。
千
手
寺
旧
蔵
。
（
ワ
三
’

一
二
九
）
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【
書
誌
】
宋
江
少
虞
編
。
後
水
尾
天
皇

勅
版
・
元
和
七
年
古
活
字
刊
本
。
大
本
、

存
一
三
冊
。
全
七
八
巻
附
目
録
一
巻
の

内
、
目
録
お
よ
び
巻
二
八
～
三
三
の
二
冊

を
欠
く
。

〈
表
紙
〉
薄
香
色
原
表
紙
。
寸
法
、
二

八
・
三
×
二
一
・
四
四
原
表
紙
で
あ

る
が
、
見
返
紙
を
新
補
、
さ
ら
に
各
冊

の
前
後
に
遊
紙
一
丁
宛
を
新
補
す
る
。

題
鐙
下
に
「
全
拾
五
冊
」
と
墨
書
。

〈
外
題
〉
「
皇
朝
類
苑
（
下
部
少
破
損
）
」
、

後
補
題
篭
・
無
辺
・
墨
書
・
左
肩
。
な

お
、
本
書
の
諸
伝
本
に
見
る
原
表
紙
外

題
は
打
ち
付
け
書
き
。
〈
内
題
〉
「
新
離

皇
朝
類
苑
巻
第
一
（
～
七
十
八
こ
・

〈
版
心
〉
「
皇
朝
巻
一
（
～
七
十
八
こ
、

小
黒
口
・
上
下
黒
魚
尾
。
〈
匡
郭
〉
四

周
双
辺
、
二
二
・
二
×
一
六
・
六
叩

毎
半
葉
一
三
行
、
一
行
二
○
字
詰
。
漢

文
無
訓
。
賊
文
、
有
界
八
行
、
漢
文
無

訓
。
賊
末
「
元
和
七
年
重
光
作
謡
六
月

晦
日
前
南
禅
臣
僧
瑞
保
謹
普
（
印
こ
。

印
記
「
永
田
町
鍋
島
家
蔵
書
印
」
（
単

郭
方
印
・
朱
文
）
。
少
虫
食
・
補
修
入
り
。

〈
当
館
請
求
記
号
〉
ワ
３
１
１
３
２
。

新
収
資
料
紹
介
⑳

元

和
勅
版

皇
朝
類
苑

近
年
よ
う
や
く
、
当
館
に
も
古
活
字

刊
本
の
代
表
的
な
原
本
資
料
が
次
第
次

第
に
集
ま
っ
て
き
た
。

古
活
字
刊
本
（
古
活
字
版
）
と
は
文

禄
年
間
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
年

間
（
慶
安
も
し
く
は
寛
文
年
間
に
も
見
ら

れ
る
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
活
字
印
刷
に

よ
る
書
物
の
呼
称
で
あ
る
。
江
戸
時
代

中
期
以
後
の
活
字
印
刷
物
と
区
別
す
る

意
味
を
も
含
め
て
、
「
古
活
字
」
と
称

す
る
。
い
づ
れ
の
善
本
展
に
お
い
て
も
、

近
世
初
期
刊
本
の
「
華
」
と
し
て
飾
ら

れ
る
、
一
連
の
貴
重
書
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
お
よ
そ
大
学
で
国
文
学

史
の
講
義
、
こ
と
近
世
文
学
史
の
講
義

が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
ち
ょ
う
ど
四
月

下
旬
頃
、
古
活
字
版
に
つ
い
て
の
講
義

が
行
わ
れ
る
筈
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
近
世
小
説
の
多
く
は
、

商
業
出
版
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ

て
、
書
誌
的
な
諸
事
情
に
目
を
閉
ざ
す

こ
と
は
、
な
か
な
か
に
難
し
い
か
ら
な

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
困
っ
た
こ
と
に
、
古
活
字

刊
本
の
多
く
は
貴
重
書
で
あ
る
。
誰
し

も
、
一
度
〈
原
物
〉
を
見
さ
え
す
れ
ば
、

‐、

「
あ
あ
、
こ
ん
な
モ
ノ
か
」
と
合
点
で

き
る
の
だ
か
ら
、
代
表
的
な
〈
見
本
〉

の
原
本
収
集
は
、
何
を
お
い
て
も
急
が

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
大

学
院
の
開
設
と
呼
応
し
て
、
よ
う
や
く

当
館
に
も
そ
れ
を
備
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
、
そ
ん
な
具
合
で
あ
る
。

さ
て
、
活
字
印
刷
の
技
術
は
、
文
禄

二
年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
半
島
へ

の
侵
略
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
一

方
、
こ
れ
と
は
別
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の

宣
教
師
が
将
来
し
た
西
洋
式
の
印
刷
術

が
存
在
す
る
。
書
誌
学
研
究
に
お
い
て

は
、
後
者
を
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
称
し
、

古
活
字
刊
本
一
般
と
は
、
一
応
の
区
別

を
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。

今
日
、
古
活
字
刊
本
の
各
々
に
は
、

刊
行
主
体
に
よ
っ
て
、
様
々
な
呼
称
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
に
よ
る
勅
版
、

徳
川
家
康
に
よ
る
伏
見
版
・
駿
河
版
、

寺
院
版
の
要
法
寺
版
・
本
圀
寺
版
等
々

で
あ
る
。
便
宜
上
、
大
雑
把
な
も
の
謂

い
を
お
許
し
頂
く
な
ら
ば
、
為
政
者
か

ら
、
寺
院
、
富
裕
な
鯆
志
家
、
そ
し
て

黎
明
的
な
出
版
書
騨
へ
と
、
刊
行
主
体

の
推
移
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

勅
版
に
は
、
後
陽
成
天
皇
に
よ
る
慶

長
勅
版
（
慶
長
二
～
八
年
）
と
、
今
般

紹
介
の
後
水
尾
天
皇
に
よ
る
元
和
勅
版

倖、

の
二
種
類
が
存
在
す
る
。

慶
長
勅
版
は
、
文
禄
二
年
に
お
け
る

「
古
文
孝
経
」
の
刊
行
を
初
発
と
す
る

が
、
当
該
原
本
の
伝
存
は
未
だ
不
明
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
慶
長
二
年
か
ら

同
八
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
「
勧
学

文
』
「
錦
繍
段
」
「
日
本
書
紀
神
代
巻
」

「
古
文
孝
経
」
「
四
書
」
「
白
氏
五
妃
曲
」

は
伝
存
。

慶
長
勅
版
の
特
色
は
、
大
形
で
優
美

な
木
活
字
を
使
用
す
る
点
と
、
堂
々
た

る
木
記
を
以
て
し
た
刊
記
で
あ
る
。

そ
の
他
、
閲
覧
の
記
憶
を
手
繰
り
寄

せ
る
な
ら
ば
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
所

蔵
「
勧
学
文
」
（
慶
長
二
年
刊
）
の
見
返

し
な
ど
、
実
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
「

上
ヨ
リ
特
直
二
拝
領
慶
長
二
年
八

月
廿
六
日
」
と
の
識
語
が
備
わ
っ
て
お

り
、
上
梓
そ
し
て
下
賜
と
い
う
、
そ
の

時
代
の
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

さ
て
、
斯
様
の
慶
長
勅
版
に
続
く
元

和
勅
版
は
、
ガ
ラ
リ
と
異
な
っ
た
版
面

を
見
せ
つ
け
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
小

形
で
細
く
、
そ
れ
で
い
て
鮮
明
な
、
実

に
整
然
と
し
た
版
面
で
あ
る
。
さ
て
、

使
用
の
活
字
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
以
後
の
究
明
の
鶴
首
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
・
和
田
恭
幸
）
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平
成
皿
年

委
員
会
日
鮭
。

７
月
２
日

７
月
型
日

７
月
妬
日

７
月
鋤
日

７
月
瓢
日

８
月
１
日

７
月
認
日

７
月
肥
日

７
月
３
日

７
月
９
日

７
月
ｎ
日

８
月
６
日

８
月
週
日

８
月
叫
日

８
月
晦
日

８
月
幻
日

９
月
５
日

８
月
銘
日

彙
報

公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

図
書
資
料
委
員
会

創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
委
員
会

講
演
会
・
展
示
等
小
委

員
会
公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小
委
員
会

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

図
書
選
定
小
委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会

将
来
櫛
想
委
員
会

広
報
委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

業
務
委
員
会

創
立
三
十
周
年
記
念
誌

編
集
小
委
員
会

公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

小
委
員
会

講
演
会
・
展
示
等
小
委

員
会

９
月
５
日

〃

９
月
ｎ
日

９
月
型
日

10101010

月〃月月月
171598

日日日日

皿
月
４
日

109

〃〃月月
326

日日

lllllllO

月月月月
14131124

日日日日

、
月
翠
日

1212

月月
53

日日

11

〃月
22

日

/一、

図
書
資
料
委
員
会

業
務
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

講
演
会
・
展
示
等
小
委

員
会
業
務
委
員
会

図
瞥
選
定
小
委
員
会

紀
要
委
員
会

創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
委
員
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会

大
学
院
設
置
準
備
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

貴
重
書
指
定
小
委
員
会

大
学
院
教
育
協
力
委
員
会

大
学
院
専
攻
（
準
備
）

委
員
会

講
演
会
・
展
示
等
小
委

員
会
入
学
者
選
抜
準
備
委
員
会

図
書
選
定
小
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会

将
来
栂
想
委
員
会

創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
委
員
会

教
育
研
究
準
備
委
員
会

共
同
研
究
委
員
会

〃

吃
月
妬
日

平
成
巧
年

１
月
７
日

１
月
９
日

１
月
ｎ
日

１
月
皿
日

１
月
晦
日

１
月
創
日

２
月
７
日

・
運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
十
四
年
九
月
四
日
（
水
）
の
平

成
十
四
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
で

は
、
館
長
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

平
成
十
四
年
十
一
月
六
日
（
水
）
の
第

三
回
運
営
協
議
員
会
で
は
、
館
長
推
薦

候
補
者
の
選
定
及
び
教
官
人
事
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

・
評
譲
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
（
月
）
の

平
成
十
四
年
度
第
一
回
評
議
員
会
で
は
、

吃
月
皿
日

1212

月月
1711

日日

２
月
型
日

創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

識
演
会
・
展
示
等
小
委

員
会
将
来
栂
想
委
員
会

研
究
・
事
業
小
委
員
会

研
究
・
事
業
小
委
員
会

研
究
・
事
業
小
委
員
会

広
報
誌
小
委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会

へ

館
長
の
選
考
及
び
名
誉
教
授
の
候
補
者

に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
一
月
十
七
日

（
金
）
の
第
二
回
評
議
員
会
で
は
、
館

長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

・
外
国
出
張
・

谷
川
恵
一
・
齋
藤
希
史

渡
航
先
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混

乱
期
に
於
け
る
旧
植
民
地

所
在
図
書
の
動
向
を
追
跡

調
査

期
間
平
成
皿
年
５
月
妬
日
～

平
成
皿
年
５
月
釦
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ス
ペ
イ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク

王
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
組
織
化
と
発
信
に

関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
皿
年
５
月
詔
日
～

平
成
皿
年
６
月
６
日

野
本
忠
司

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
シ
協
月
厨
蔑
目
昏
吋
○
○
日
‐

冒
冨
匡
呂
巴
碍
ヨ
召
厨
昼
８

心
。
庁
営
シ
ご
邑
言
の
『
切
四
討
望

富
の
昌
烏
に
お
い
て
研
究
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成
果
の
発
表

期
間
平
成
皿
年
７
月
５
日
～

平
成
Ｍ
年
７
月
皿
日

北
村
啓
子

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
シ
○
富
・
日
向
合
同
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
国
際
会
議

へ
の
参
加

期
間
平
成
哩
年
７
月
皿
日
～

平
成
皿
年
７
月
四
日

原
正
一
郎

渡
航
先
台
湾

目
的
人
文
科
学
研
究
支
援
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
関

す
る
実
証
的
研
究

期
間
平
成
皿
年
７
月
〃
日
～

平
成
皿
年
７
月
即
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
皿
年
７
月
岨
日
～

平
成
皿
年
７
月
妬
日

相
田
満

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
’
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ

に
関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
Ｍ
年
７
月
加
日
～

平
成
皿
年
７
月
弱
日

入
口
敦
志

渡
航
先
台
湾

目
的
中
国
東
北
部
に
お
け
る
日

本
語
資
料
ｚ
の
ｇ
ｏ
詩
化
に

関
す
る
基
礎
的
研
究

期
間
平
成
皿
年
７
月
認
日
～

平
成
皿
年
７
月
躯
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

の
研
究

期
間
平
成
Ｍ
年
７
月
躯
日
～

平
成
Ｍ
年
８
月
ｎ
日

安
藤
正
人

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
戦
争
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

め
ぐ
る
国
際
法
と
国
際
慣

行
ｌ
上
海
市
土
地
記
録
な

ら
び
に
在
外
公
館
文
書
を

め
ぐ
る
日
英
の
確
執
を
中

心
に

期
間
平
成
皿
年
８
月
１
日
～

平
成
Ｍ
年
８
月
皿
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
台
湾

一､

目
的
「
日
本
旧
植
民
地
支
配
地
ン
シ
形
式
に
つ
い
て
国
際

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
環
境
を
整
備
す
る
た
め

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の
期
間
平
成
Ｍ
年
８
月
副
日
～

研
究
」
に
基
づ
く
台
湾
内
平
成
Ｍ
年
９
月
５
日

日
本
関
係
史
料
調
査
青
木
睦

期
間
平
成
皿
年
８
月
５
日
～
渡
航
先
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

平
成
Ｍ
年
８
月
創
日
目
的
版
本
・
錦
絵
・
古
文
書
等

和
田
恭
幸
の
紙
質
測
定
技
術
に
関
す

渡
航
先
大
韓
民
国
る
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
の

目
的
韓
国
国
内
に
所
蔵
さ
れ
る
研
究
状
況
の
調
査
研
究
と

日
本
刊
本
の
書
誌
調
査
Ｉ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
保
存
科
学

期
間
平
成
皿
年
８
月
７
日
～
会
）
十
九
回
国
際
学
会
へ

平
成
皿
年
８
月
加
日
の
出
席

入
口
敦
志
期
間
平
成
皿
年
８
月
訓
日
～

渡
航
先
大
韓
民
国
平
成
皿
年
９
月
９
日

目
的
十
七
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
渡
辺
浩
一

日
・
中
・
韓
の
漢
籍
所
在
渡
航
先
連
合
王
国

調
査
目
的
第
六
回
都
市
史
研
究
国
際

期
間
平
成
皿
年
８
月
７
日
～
会
議
で
の
研
究
報
告

平
成
皿
年
８
月
加
日
期
間
平
成
哩
年
９
月
４
日
～

野
本
忠
司
平
成
必
年
９
月
９
日

渡
航
先
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
入
口
敦
志

目
的
シ
○
富
田
の
男
○
に
お
い
渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

て
研
究
成
果
の
発
表
を
お
目
的
旧
植
民
地
所
在
の
日
本
書

こ
な
う
。
籍
の
重
点
資
料
の
本
文
研

期
間
平
成
Ｍ
年
８
月
加
日
～
究
と
総
合
解
題
目
録
作
成

平
成
皿
年
８
月
Ⅳ
日
の
た
め
の
現
地
資
料
調
査

安
永
尚
志
期
間
平
成
Ｍ
年
９
月
５
日
～

渡
航
先
連
合
王
国
平
成
皿
年
９
月
鴫
日

目
的
古
典
テ
キ
ス
ト
の
コ
ン
テ
岡
雅
彦

ー、
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大
高
洋
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
本
館
文
献
資
料
部
の
日
本

古
典
籍
調
査
・
収
集
の
一

環
と
し
て
、
旧
植
民
地
残

置
本
で
あ
る
大
連
図
書
館

所
蔵
の
日
本
書
籍
を
調

査
・
収
集

期
間
平
成
皿
年
９
月
廻
日
～

平
成
皿
年
９
月
照
日

安
永
尚
志

渡
航
先
イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
日
本
文
学
研
究
史
料

情
報
の
組
織
化
の
た
め
に

重
要
な
コ
ン
テ
ン
ッ
作
成

期
間
平
成
皿
年
９
月
認
日
～

平
成
陞
年
ｎ
月
４
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
外
国
語
に
よ
る
日
本
文
学

研
究
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー

渡
航
先

目
的

期

間

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
図
書

館
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
及
び
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
蔵
江
戸
時
代
絵

本
の
調
査

平
成
皿
年
９
月
加
日
～

平
成
皿
年
９
月
四
日

ス
化
に
関
す
る
予
備
調
査

及
び
研
究
打
合
せ

期
間
平
成
皿
年
ｎ
月
吃
日
～

平
成
皿
年
叩
月
肥
日

堀
川
貴
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
北
京
図
書
館
、
北
京
大
学

図
書
館
所
蔵
日
本
文
献
の

調
査

期
間
平
成
Ｍ
年
叩
月
四
日
～

平
成
Ｍ
年
皿
月
妬
日

岡
雅
彦
・
谷
川
悪
一

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
北
京
図
書
館
、
北
京
大
学

図
書
館
所
蔵
日
本
文
献
の

調
査

期
間
平
成
皿
年
ｎ
月
加
日
～

平
成
皿
年
ｎ
月
酪
日

山
崎
誠

渡
航
先
ギ
リ
シ
ア
共
和
国
・
ト
ル

コ
共
和
国

目
的
非
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
系
文

字
に
よ
る
総
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
研
究

期
間
平
成
皿
年
、
月
週
日
～

平
成
皿
年
ｎ
月
皿
日

松
野
陽
一
・
落
合
博
志

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所

蔵
旧
総
督
府
本
の
調
査
．

一､

収
集

期
間
平
成
必
年
皿
月
面
日
～

平
成
叫
年
ｎ
月
四
日

山
下
則
子
・
和
田
恭
幸

江
戸
英
雄

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所

蔵
旧
総
督
府
本
の
調
査
・

収
集

期
間
平
成
皿
年
ｎ
月
Ⅳ
日
～

平
成
皿
年
、
月
翠
日

堀
川
貴
司

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
仏
国
所
在
の
近
代
以
前
日

本
関
係
書
籍
に
関
す
る
日

仏
学
術
調
査

期
間
平
成
陞
年
ｎ
月
即
日
～

平
成
皿
年
吃
月
翠
日

丑
木
幸
男

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
日
本
旧
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究

期
間
平
成
皿
年
ｎ
月
認
日
～

平
成
皿
年
ｎ
月
認
日

安
藤
正
人
・
加
藤
聖
文

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
日
本
旧
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

へ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究

期
間
平
成
皿
年
ｎ
月
お
日
～

平
成
皿
年
ｎ
月
鋤
日

原
正
一
郎

渡
航
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

目
的
歴
史
史
料
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
の
た
め

期
問
平
成
Ｍ
年
ｎ
月
認
日
～

平
成
Ｍ
年
ｎ
月
釦
日

鈴
木
淳

渡
航
先
連
合
王
国
・
ド
イ
ツ
連
邦

共
和
国

目
的
ド
イ
ツ
国
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー

家
、
英
国
図
書
館
所
蔵
の

絵
本
を
中
心
と
す
る
日
本

古
典
籍
の
調
査
研
究

期
間
平
成
皿
年
哩
月
１
日
～

平
成
皿
年
月
ｕ
日

北
村
啓
子

渡
航
先
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
・

マ
レ
ー
シ
ア

目
的
ア
ジ
ア
電
子
図
書
館
国
際

会
議
な
ら
び
に
マ
レ
ー
シ

ア
国
立
図
書
館
の
電
子
図

書
館
会
議
に
出
席

期
間
平
成
必
年
吃
月
ｎ
日
～

平
成
皿
年
廻
月
加
日

安
藤
正
人

渡
航
先
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
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目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究

期
間
平
成
陞
年
廻
月
晦
日
～

平
成
Ｍ
年
吃
月
即
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
資
料
情

報
の
組
織
化
と
発
信
に
関

す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
哩
年
吃
月
肥
日
～

平
成
皿
年
吃
月
塑
日

岡
雅
彦

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
パ
ブ
リ
ッ

ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
江

戸
絵
本
の
調
査

期
間
平
成
巧
年
１
月
２
日
～

平
成
嘔
年
１
月
６
日

武
井
協
三

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
巧
年
１
月
３
日
～

平
成
晦
年
１
月
ｎ
日

安
永
尚
志

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
特
定
領
域
研
究
に
お
け
る

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
平
行
テ
キ

ス
ト
の
校
正
、
分
析
、
評

価

期
間
平
成
喝
年
１
月
聖
日
～

平
成
巧
年
２
月
１
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究
に
関
す
る
史
料
調
査

と
収
集

期
間
平
成
巧
年
１
月
妬
日
～

平
成
晦
年
１
月
鋤
日

谷
川
恵
一
・
齋
藤
希
史

久
保
木
秀
夫
・
中
野
真
麻
理

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
パ
リ
東
洋
語
図
書
館
所
蔵

和
刻
古
典
籍
の
調
査

期
間
平
成
巧
年
１
月
羽
日
～

平
成
巧
年
２
月
１
日

安
藤
正
人

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
旧
日
本
植
民
地
・
占
領
地

に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ

政
策
と
記
録
伝
存
過
程
の

研
究
の
た
め

期
間
平
成
巧
年
１
月
犯
日
～

へ

・
海
外
研
修
・

久
保
木
秀
夫

渡
航
先
台
湾

目
的
台
湾
に
お
け
る
古
筆
資
料

の
所
在
調
査
と
研
究
・
国

立
中
央
図
書
館
に
お
け
る

和
古
書
の
調
査

期
間
平
成
皿
年
６
月
２
日
～

平
成
Ｍ
年
６
月
訓
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
イ
ン
ド

目
的
日
印
友
好
五
十
周
年
記
念

日
本
文
学
会
議
参
加

期
間
平
成
皿
年
皿
月
四
日
～

平
成
皿
年
ｎ
月
鋤
日

大
高
洋
司

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
中
国
北
京
市
に
お
け
る
日

本
資
料
・
漢
籍
・
東
ア
ジ

ア
資
料
の
調
査
研
究
、
及

び
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン

タ
ー
（
北
京
外
国
語
大
学

内
）
に
お
け
る
同
セ
ン
タ

ー
第
一
六
回
学
位
審
査
へ

の
出
席

期
間
平
成
Ｍ
年
哩
月
９
日
～

平
成
Ｍ
年
咽
月
週
日

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ

平
成
巧
年
２
月
１
日

声､

（
平
成
Ｍ
年
９
月
～
平
成
巧
年
１
月
）

○
平
成
皿
年
９
月
釦
日
限
り

併
任
任
期
満
了

文
献
資
料
部
第
五
文
献
資
料
室

前
期
併
任
助
教
授
赤
松
万
里

（
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
）

再
任
用
任
期
満
了

管
理
部
庶
務
課
竹
之
内
重
雄

○
平
成
哩
年
皿
月
１
日
付
け

転
出

文
献
資
料
部
第
四
文
献
資
料
室
助
教
授

齋
藤
希
史

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

助
教
授
へ
）

併
任

文
献
資
料
部
第
四
文
献
資
料
室
助
教
授

齋
藤
希
史

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

助
教
授
）

併
任

文
献
資
料
部
第
五
文
献
資
料
室

後
期
併
任
助
教
授
石
坂
妙
子

（
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
助
教
授
）

転
入

管
理
部
庶
務
課
庶
務
係
佐
藤
崇

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
政
策
課
事
務

情
報
化
推
進
室
か
ら
）

人
事
異
動

！
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
４
Ｉ
ｌ
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十
市
遠
忠
自
筆
資
料
群
の
悉
皆
鯛
査
と

そ
の
書
鮭
的
研
究

武
井
和
人
（
埼
玉
大
学
教
授
）

三
村
晃
功
（
京
都
光
華
女
子
大
学
教
授
）

末
柄
豊
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

助
手
）

池
和
田
有
紀
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

小
林
大
輔
（
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等

学
院
非
常
勤
講
師
）

高
橋
育
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大

学
院
生
）

小
川
剛
生
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

久
保
木
秀
夫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

中
世
年
中
行
事
書
の
研
究

鈴
木
元
（
熊
本
県
立
大
学
助
教
授
）

伊
藤
敬
（
元
・
藤
女
子
大
学
教
授
）

佐
藤
厚
子
（
椙
山
女
学
園
大
学
助
教
授
）

吉
森
佳
奈
子
（
信
州
大
学
助
教
授
）

石
田
実
洋
（
宮
内
庁
瞥
陵
部
）

佐
々
木
孝
浩
（
慶
慰
義
塾
大
学
附
属
研

究
所
斯
道
文
庫
助
教
授
）

山
田
尚
子
（
慶
懸
義
塾
大
学
大
学
院
生
）

小
川
剛
生
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

平
成

15

年
度
共
同
研
究

黒
石
陽
子
（
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
）

加
藤
康
子
（
梅
花
女
子
大
学
助
教
授
）

有
働
裕
（
愛
知
教
育
大
学
助
教
授
）

山
下
琢
巳
（
東
京
成
徳
短
期
大
学
助

教
授
）

丹
和
浩
（
東
京
学
芸
大
学
附
属
高

等
学
校
大
泉
校
舎
教
諭
）

細
谷
敦
仁
（
東
京
都
立
八
王
子
東
高

等
学
校
教
諭
）

湯
浅
佳
子
（
東
京
学
芸
大
学
講
師
）

桧
山
裕
子
（
青
山
学
院
高
等
部
非
常

勤
講
師
）

山
下
則
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

研
究
黒
石
加
藤
有
働
山
下

初
期
草
双
紙
の
網
羅
的
解
題
の
た
め
の

随
心
院
聖
教
に
見
る
文
学
関
係
資
料
、

お
よ
び
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

研
究
渡
辺
信
和
（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
研
究
室
長
）

湯
谷
祐
三
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
）

牧
野
和
夫
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

藤
巻
和
宏
（
杉
野
服
飾
大
学
非
常
勤

講
師
）

川
鶴
進
一
（
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等

/一､

経
典
解
釈
と
し
て
の
慈
園
・
尊
圓
の
隊

法
華
和
歌
集

阿
部
泰
郎
（
名
古
屋
大
学
教
授
）

石
川
一
（
県
立
広
島
女
子
大
学
教
授
）

彌
永
信
美
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化

研
究
所
外
部
研
究
員
）

大
久
保
良
峻
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

末
木
文
美
士
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
シ
ョ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
学
研

究
所
京
都
支
部
助
教
授
）

山
田
昭
全
（
埼
玉
学
園
大
学
教
授
）

松
野
陽
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
長
）

谷
川
恵
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

松
村
雄
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

鈴
木
淳
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

田
渕
句
美
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

堀
川
貴
司
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

中
野
真
麻
理
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

ロ
ベ
ー
ル
、
ジ
ャ
ン
ー
ノ
エ
ル

（
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員

学
院
教
諭
）

高
橋
秀
城
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
生
）

田
戸
大
智
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）

平
成

14

年
度
共
同
研
究
追

へ

定
型
詩
歌
に
見
る
韓
日
文
化
の
比
較
研

究鈴
木
健
一
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

東
聖
子
（
十
文
字
学
園
女
子
大
学

短
期
大
学
部
教
授
）

深
沢
眞
二
（
和
光
大
学
助
教
授
）

藤
田
興
一
（
関
西
大
学
教
授
）

光
田
和
伸
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
助
教
授
）

松
野
陽
一
（
国
文
学
研
究
資
料
館
長
）

鈴
木
淳
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

大
高
洋
司
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

堀
川
貴
司
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

金
貞
想
（
国
文
学
研
究
資
料
館
客

員
助
教
授
・
全
南
大
學

校
副
教
授
）

柳
沢
正
志
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）

相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

教
授
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
大

学
高
等
研
究
院
教
授
）

加
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一
！
‐
司
書
だ
よ
り
：
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
；

・
新
京
極
・
坂
井
座
明
治
翠
年
９
月
・
新
京
極
・
歌
舞
伎
座
大
正
８
年
３
・
素
人
浄
瑠
璃
番
付
江
戸
後
期
亀
一

言
芝
居
番
付
」
（
平
韮
１
枚
月
～
９
月
亀
加
‐
２
～
８
）
７
枚
‐
皿
～
四
）
８
枚

・
新
京
極
・
常
磐
座
明
治
型
年
９
月
・
四
条
・
南
座
大
正
８
年
４
月
～
９
・
安
政
・
文
久
頃
の
浄
瑠
璃
会
の
番
付
一

一
〈
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
①
〉

鬼
１
通
２
枚
年
７
月
動
Ｉ
釦
１
９
～
里
４
枚
（
彩
色
刷
物
）
亀
１
ｕ
～
翌
３
枚
一

一
こ
れ
ま
で
当
館
が
受
入
し
た
資
料
に
・
道
頓
堀
・
中
の
芝
居
天
保
哩
年
５
．
道
頓
堀
・
朝
日
座
明
治
型
年
９
月
そ
の
ほ
か
、
冊
子
の
番
付
集
と
し
て
、
一

一
つ
き
ま
し
て
は
、
「
新
収
和
古
書
抄
」
月
～
明
治
翠
年
吃
月
亀
Ｉ
翌
砺
枚
垂
Ｉ
釦
Ｉ
理
１
枚
歌
舞
伎
番
付
で
は
、
天
保
・
嘉
永
・
安
一

一
「
新
収
資
料
紹
介
」
等
で
紹
介
し
て
ま
・
道
頓
堀
・
角
の
芝
居
万
延
元
年
１
・
本
郷
・
春
木
座
明
治
吃
年
７
月
～
政
期
頃
の
中
の
芝
居
、
角
の
芝
居
な
ど
一

一
い
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
こ
の
コ
ー
月
～
明
治
型
年
１
月
亀
Ｉ
辿
的
枚
巧
年
５
月
亀
ｌ
匪
３
枚
の
役
割
番
付
集
「
大
坂
芝
居
番
附
竺

一
ナ
ー
で
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
・
道
頓
堀
・
竹
田
芝
居
文
久
２
年
１
・
新
富
町
・
猿
若
座
明
治
巧
年
１
月
（
招
Ｉ
型
４
冊
、
文
化
中
期
か
ら
弘
一

一
か
ら
、
特
殊
資
料
等
、
特
色
の
あ
る
資
月
、
慶
応
３
年
４
月
亀
Ｉ
翌
２
枚
～
灯
年
、
月
亀
Ｉ
型
３
枚
化
・
嘉
永
期
頃
の
道
頓
堀
各
座
等
の
絵
一

一
料
を
順
次
、
ご
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
・
道
頓
堀
・
筑
後
芝
居
文
久
２
年
１
・
猿
若
町
・
市
村
座
明
治
巧
年
１
月
本
番
付
集
「
大
坂
芝
居
絵
番
附
」
（
沼
Ｉ
一

一
い
ま
す
。
月
～
明
治
８
年
７
月
（
哩
ｌ
妃
）
吃
枚
～
釦
年
５
月
（
羽
Ｉ
認
）
皿
枚
皿
）
肥
冊
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
浄
瑠
一

一
当
館
で
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
．
・
大
阪
・
座
摩
社
内
芝
居
文
久
２
年
・
新
富
町
・
新
富
座
明
治
聡
年
１
月
璃
番
付
集
で
は
、
竹
本
摂
津
大
様
旧
蔵
一

一
大
正
期
に
か
け
て
の
一
枚
物
の
芝
居
番
２
月
（
咽
Ｉ
灯
）
１
枚
～
加
年
皿
月
（
辺
Ｉ
認
）
週
枚
の
貼
込
帖
の
３
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
一

一
付
を
約
三
四
○
枚
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
・
大
阪
・
松
島
芝
居
明
治
５
年
３
月
・
蛎
殻
町
・
中
嶋
座
明
治
四
年
４
月
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
本
誌
記
号
の
神
一

一
番
付
の
種
類
、
座
名
、
上
演
年
月
、
～
９
年
３
月
（
犯
ｌ
妬
）
５
枚
（
辺
Ｉ
弱
）
１
枚
津
武
男
「
竹
本
摂
津
大
橡
旧
蔵
人
形
浄
一

一
枚
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
都
市
・
道
頓
堀
・
若
太
夫
芝
居
明
治
６
年
・
久
松
町
・
千
歳
座
明
治
昭
年
８
月
瑠
璃
番
付
集
ｌ
「
古
今
操
便
覧
」
な
ど
一

一
別
・
年
代
順
、
カ
ッ
コ
内
は
請
求
記
号
）
。
２
月
、
９
月
、
７
年
１
月
（
犯
Ｉ
“
）
～
創
年
４
月
（
咽
Ｉ
記
）
皿
枚
ｌ
」
（
新
収
資
料
紹
介
妃
）
を
ご
覧
く
一

一
Ｈ
歌
舞
伎
番
付
３
枚
・
西
鳥
越
町
・
中
村
座
明
治
瓢
年
４
だ
さ
い
。

一
〈
役
割
番
付
〉
・
大
阪
・
堀
江
芝
居
明
治
９
年
４
月
月
（
咽
ｌ
壺
１
枚
さ
ら
に
、
冊
子
の
絵
本
番
付
と
し
て
、
一

宇
四
条
・
北
側
明
治
４
年
ｎ
月
（
辺
（
羽
Ｉ
妬
）
２
枚
・
鶴
巻
町
・
早
稲
田
座
明
治
妃
年
皿
幕
末
か
ら
明
治
十
年
代
に
か
け
て
の
東
一

一
‐
副
）
１
枚
・
道
頓
堀
・
戎
座
明
治
加
年
１
月
～
月
（
犯
Ｉ
釦
１
１
）
１
枚
京
各
座
（
春
木
座
・
中
村
座
・
奥
田
一

一
・
四
条
・
南
側
明
治
５
年
１
月
～
認
加
年
６
月
（
地
Ｉ
“
）
鞭
枚
〈
書
入
番
付
〉
座
・
村
山
座
・
都
座
・
新
富
座
・
守
田
一

一
年
８
月
（
埋
Ｉ
弘
）
過
枚
・
泉
州
・
堺
文
政
９
年
３
月
～
明
治
・
高
崎
・
播
磨
江
戸
後
期
（
咽
Ｉ
即
）
座
）
の
も
の
妬
冊
が
あ
り
ま
す
（
把
’
一

一
・
四
条
・
道
場
芝
居
明
治
５
年
４
月
７
年
３
月
（
埋
Ｉ
型
）
７
枚
１
枚
躯
～
剛
）
。
そ
の
ほ
か
、
安
政
三
年
か
一

一
～
過
年
１
月
（
犯
Ｉ
調
）
９
枚
・
奈
良
・
瓦
堂
芝
居
江
戸
後
期
（
犯
口
浄
瑠
璃
番
付
ら
五
年
に
か
け
て
の
上
方
芝
居
番
付
の
一

一
・
四
条
・
北
側
明
治
吃
年
ｎ
月
～
釦
‐
盤
２
枚
・
座
本
・
竹
本
登
名
太
夫
明
治
Ⅳ
年
貼
込
帖
に
「
ぶ
た
い
番
付
集
」
（
弼
ｌ
鯉
三

一
年
３
月
（
辺
Ｉ
弱
）
皿
枚
・
上
方
（
角
の
芝
居
ほ
か
）
明
治
賜
年
１
月
（
咽
ｌ
⑬
）
１
枚
が
あ
り
ま
す
（
本
号
娼
頁
参
照
）
。
一

一
・
西
京
・
祇
園
座
明
治
四
年
４
月
ｎ
月
～
焔
年
５
月
亀
Ｉ
犯
）
８
枚
・
見
立
番
付
江
戸
後
期
（
狸
１
９
）
（
参
考
普
及
係
鈴
木
一
正
）
一

一
（
坦
Ｉ
銘
）
１
枚
〈
辻
番
付
〉
１
枚

Ｆ
ｂ
０
０
０
０
０
０
Ｄ
Ｏ
０
ｂ
０
０
０
０
６
９
０
９
９
０
Ｑ
０
０
０
‘
０
６
０
§
６
９
６
０
９
０
６
０
０
６
０
０
０
９
０
０
９
０
８
０
０
０
０
８
０
０
６
０
８
８
０
０
０
０
０
０
０
８
日
０
８
０
０
０
■
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
り
０
０
０
０
０
Ｄ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
ｐ
Ｏ
０
０
０
１
０
０
０
り
り
０
０
０
０
Ｂ

ｌ
Ｉ
１
ｈ
Ｉ
‐
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．

角

角
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一
！
…
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
：
静
議
静
詣
鍵
１
劃
Ｉ
謝
謝
Ｉ
識
釦
識
副
画

一
◆
「
国
書
総
目
録
」
の
著
作
権
取
得
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
験
公
開
中
。
）
．
今
後
〈
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
登
録
が
必
要
で
す
。
身
分
証
明
書
を
一

一
こ
の
た
び
岩
波
書
店
よ
り
、
「
国
書
の
各
方
面
の
ご
助
言
、
ご
支
援
を
お
願
・
高
乗
勲
文
庫
（
写
本
・
版
本
六
三
八
持
参
の
う
え
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
一

一
総
目
録
」
（
岩
波
書
店
刊
）
の
著
作
権
い
し
ま
す
。
点
、
一
、
九
七
三
冊
）
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
資
料
一

一
譲
渡
を
受
け
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
◆
山
口
県
文
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
の
詳
し
く
は
、
〈
貴
重
番
〉
に
つ
い
て
利
用
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
す
。
一

一
当
館
で
は
、
「
国
書
総
目
録
」
収
録
変
更
に
つ
い
て
は
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
創
立
釦
周
閲
覧
謂
求
受
付
時
間

一
以
降
の
日
本
古
典
籍
の
総
合
目
録
作
成
こ
の
た
び
、
山
口
県
文
書
館
（
文
庫
年
記
念
特
別
展
示
図
録
」
の
解
題
を
、
九
時
半
～
十
二
時

一
を
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業
に
よ
り
番
号
２
４
５
）
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
サ
〈
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
の
高
乗
勲
文
十
三
時
～
十
六
時
半

》
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
○
年
の
－
ビ
ス
区
分
が
「
Ｄ
」
か
ら
「
Ｂ
」
に
庫
は
、
本
誌
記
号
の
落
合
博
志
「
高
乗
来
館
で
き
な
い
場
合
の
利
用
方
法
一

一
目
録
刊
行
以
降
、
よ
り
利
用
価
値
の
あ
変
わ
り
ま
し
た
。
勲
氏
旧
蔵
古
典
籍
資
料
の
受
贈
に
つ
所
属
大
学
の
図
書
館
等
を
通
し
て
文
一

一
る
デ
ー
タ
の
提
供
を
目
指
し
、
『
国
瞥
こ
れ
ま
で
、
紙
焼
写
真
ま
た
は
電
子
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
献
複
写
及
び
貸
出
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
一

一
総
目
録
」
を
含
む
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ネ
複
写
の
申
込
（
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
複
製
な
お
、
〈
貴
重
番
〉
〈
特
別
コ
レ
ク
シ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
郵
送
で
一

一
ツ
ト
ワ
ー
ク
で
の
公
開
に
つ
い
て
、
著
は
不
可
）
の
際
に
は
、
事
前
に
所
蔵
者
ヨ
ン
〉
の
閲
覧
に
は
、
「
貴
重
書
等
閲
文
献
複
写
の
申
込
を
す
る
こ
と
も
可
一

一
作
権
者
で
あ
る
岩
波
書
店
と
話
し
合
い
の
許
可
が
必
要
で
し
た
が
、
今
後
は
事
覧
許
可
願
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
能
で
す
。
詳
細
は
整
理
閲
覧
部
情
報
一

一
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
平
成
十
五
年
一
後
報
告
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
◆
利
用
案
内
サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
四
五
八
）
に
お
一

一
月
、
著
作
権
譲
渡
の
合
意
と
な
っ
た
も
た
。
利
用
資
格
学
術
研
究
の
た
め
に
当
館
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

》
の
で
す
。
◆
新
指
定
の
貴
重
書
、
特
別
コ
レ
ク
シ
の
資
料
を
必
要
と
す
る
人

》
の
で
す
。
◆
新
指
定
の
貴
重
書
、
特
別
コ
レ
ク
シ
の
資
料
を
必
璽

》
こ
れ
に
よ
り
当
館
で
は
、
文
献
資
料
ヨ
ン

日

一
調
査
事
業
と
相
俟
っ
て
、
貴
重
な
デ
ー
今
回
、
次
の
資
料
が
新
た
に
貴
重
書

室
間
釦

琳
時
匪

一
タ
で
あ
る
「
国
書
総
目
録
」
を
発
展
的
と
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
指
定
さ
れ
ま

Ｉ
付
１

印
受
ト

ー
に
継
承
し
、
日
本
古
典
籍
書
誌
情
報
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貴
重
書
は
一
○
覧
帥
○
写
３

－
関
す
る
網
羅
的
な
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
一
点
、
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
○
コ
－
３
複
眺

檸
》
■

－
－
ス
の
提
供
を
進
め
る
所
存
で
す
。
既
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

一
に
中
心
と
な
る
デ
ー
タ
は
電
子
化
さ
れ
〈
貴
重
書
〉

ぴ
１

｜
て
お
り
、
今
後
計
画
を
策
定
し
、
公
開
・
手
拭
合
（
天
明
四
年
刊
一
冊
）
０

及
４
０

室
５

－
に
向
け
て
準
備
す
る
予
定
で
す
（
所
在
・
脈
語
（
慶
長
七
年
刊
一
冊
）
開
０
問
叩
時
０

－
情
報
を
除
く
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
「
国
・
隆
達
小
歌
集
〔
隆
達
節
歌
謡
集
〕

覧
０
閲
誹

一
書
基
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
ロ
言
冒
ミ
（
江
戸
初
期
写
一
軸
）

■

－
９
の
忠
・
昌
一
画
且
頁
‐
言
蔚
ミ
と
し
て
イ
・
観
世
流
謡
本
（
室
町
末
期
写
六
冊
）

』
ｒ
、
Ｆ
■
一
ｒ
ｐ
ｒ
、
△
■
ろ
今
里
Ｆ
Ｄ
』
“
Ｆ
●
ｆ
ｑ
ｒ
３
Ｌ
陣
も
、
《
■
■
３
ｕ
■
ｒ
ロ
ロ
ロ
ｑ
』
■
■
令
１
‐
ロ
。
－
８
４
６
．
１
判
ｌ
ｌ
ｐ
別
１
呂
・
５
，
．
．
Ｊ
ダ
召
。
当
●
■
ｐ
■
■
・
男
Ｊ
４
Ｉ
訓
夕
』
．
‐
二
。
Ｊ
グ
ー
１
１
、
一

・
凸
毎
争

■

ｒ
０
ｊ
０
０
Ｄ
Ｕ
６
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｄ
Ｏ
Ｏ
８
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
６
０
↑
０
９
６
９
９
０
０
り
り
０
０
，
０
０
０
■
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
８
０
０
６
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
り
０
９
９
０
０
０
Ｄ
ｊ
０
０
０
０
０
０
０
０
９
Ｄ
９
ｐ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
０
０
０
０
０
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平成15年度春・夏季学会①事務局②開催日③会場
（詳細は当館ホームページhttp://www.nijl.acjp/「学会情報」参照）

解釈学会①〒1138622文京区本駒込5-169日本学会事務センター内03-5814-5810@8月20.21日
③ノートルダム清心女子大学

楽劇学会①〒lOl-"51千代田区神田神保町3-6能楽番林ビル内0352757767m月中③未定
馴点寵学会①〒155-0032世田谷区代沢1-20-lOfaxO3.3487-4891@5月16日③大阪女子大学
芸能史研究会①〒602.0855京都市上京区河原町荒神口下る上生洲町221キトウビル303号075.251･2371"月1日

③キャンパスプラザ京都
計■国霞学会①〒167-8W5杉並区善福寺2東京女子大学3号館3118号室内03-5382-6339@9月13日③東京大学
国語学会①〒113.0033文京区本郷7.3-l東京大学文学部国語研究室内03.5841･3813事務取扱〒113-OO33文京区本郷l‐

13－7日吉ハイツ4"03-58020615@5月17日・18日③大阪女子大学
古事配学会①〒162-8ml新宿区神楽坂1-3東京理科大学理学部第2部教養斉藤研究室03･32".4272(内)2384

②6月21.22日③國學院大学
古代文学会①〒179-0071練馬区旭町3-24-21-402山口敦史方②8月19～21日③箱根・旅館千條
上代文学会①〒142-8602品川区大崎4-42-16立正大学文学部906(近藤)研究室内03.5487.3286@5月24～26日

③北海道大学
昭和文学会①〒1010064千代田区猿楽町2-2-5笠間普院内03-3295-1331@6月14日③早稲田大学
脱話・伝承学会①〒606-8588京都市左京区岩倉木野町137京都精華大学文学部人文学科堤邦彦研究室内②5月3．4日

③京都精華大学
脱話文学会①〒214-8580川崎市多摩区東三田2.1-1専修大学文学部石黒吉次郎研究室内044-911-1230faxO44-4911-1231

②6月21～23日③駒沢大学
全国大学国罷教育学会①〒3058572つくば市天王台l-1.1筑波大学教育学系人文科教育学研究室029.853.6733

②5月24.25日③早稲田大学教育学部
全国大学国鴎国文学会①〒101-0064千代田区猿楽町l-3-l㈱おうふう気付03.3294.0857@6月7～9日

③日本大学文理学部
中古文学会①〒101.8301千代田区神田駿河台l.1明治大学文学部日向研究室内03-32962194(fax兼用）②5月lO．11日

③明治大学
中世文学会①〒108.8345港区三田2.15-45慶態義塾大学文学部石川透研究室内03-3453-4511㈹②5月23～25日

③聖徳大学
日本演劇学会①〒56“532豊中市待兼山町1-5大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室内"6850-6111@5月23～25日

③関西外国語大学
日本音声学会①〒ll3-8622文京区本駒込5-169日本学会事務センター内035814-5810@9月27･28日③関西大学
日本歌謡学会①〒34M042草加市学園町l-l獅協大学外国語学部言語文化学科飯島一彦研究室内048.943.1039(ax兼用）

kiijima@dokkyo・acjp@5月lO･11日③明治大学
日本近世文学会①〒102.8357千代田区三番町12大妻女子大学文学部江本裕研究室内03.5275-6028@6月7～9日

③清泉女子大学
日本近代文学会①〒16g8050新宿区西早稲田l-6-1早稲田大学教育学部東郷克美研究室内03-52861590事務取扱〒ll3-

8622文京区本駒込5169日本学会事務センター内03-5814-5810@5月24.25日③和洋女子大学
日本言語学会①〒6028048京都市上京区下立売通小川東入075-415.3661@6月21･22日③青山学院大学
日本口承文芸学会①〒15ひ8440渋谷区東4-10･28國學院大学文学部伝承文学研究室内03-54660224@6月7．8日

③岩手県遠野市
日本語教育学会①〒101.0065千代田区西神田2-4-l東方学会新館03-3262-4291@5月24.25日③一橋大学
日本国語教育学会①〒112-0012文京区大塚3.29･1日本教育研究連合会第3研究室内03-3941.3420@8月11.12日

③青山学院大学
日本社会文学会①〒840.8502佐賀市本庄1佐賀大学文化教育学部日本・アジア文化識座0952･288221"月7･8日

③文教大学
日本比較文学会①〒5650043豊中市待兼山町l-5大阪大学文学部内藤高研究室内0668"6111㈹唖月14．15日

③日本大学国際関係学部
日本文学協会①〒170.M5豊島区南大塚2-17･1003-3941-274007月6日③龍谷大学
日本文学風土学会①〒277-8585東葛飾郡沼南町大井2590二松学舎大学文学部04-7191-8573@6月14日③東洋大学
日本文芸研究会①〒980-8576仙台市青葉区川内東北大学文学部国文学研究室内022-217-5957@6月14･15日

③東北大学
日本文体賎学会①〒110-M4台東区下谷l-5-34三修社内03-3842-1711@6月13･14日③桐蔭横浜大学
日本方言研究会①〒980-8576仙台市青葉区川内東北大学大学院文学研究科国語学研究室気付日本方言研究会事務局

022.217.5987FaxO22-217-5988@5月16日③大阪府立大学
能楽学会①〒169.805O新宿区西早稲田l･6.1早稲田大学坪内博士記念演劇博物館内03-52861829@3月16･17日

③早稲田大学
表現学会①〒lOlm"千代田区猿楽町l-3-103-3294-2174axO3-3294-2132@6月7･8日③広島大学
仏教文学会①〒605-8501京都市東山区今熊野北日吉町35京都女子大学国文研究室内075･531.9070@6月7･8日

③京都女子大学
美夫君志会①〒466-8666名古屋市昭和区八事本町101-2中京大学文学部国文学研究室内052-832b21511f@

②6月28.29日③中京大学
物語研究会①〒113-0021東京都文京区本駒込67-10藤井貞和方03.3947-6309fSdkz@nifty.com@8月21～24日

③高知女子大学・高知市文化プラザ小ホール
和漢比較文学会①〒102.816O千代田区富士見2.17-l法政大学文学部天野紀代子研究室内03-3264-9479"月20.21日

③法政大学
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